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１ はじめに     

総合計画等達成度評価を行って 

越前市総合計画等達成度の評価を行って、ちょうど今年度で１０年目となる。

 その間、社会の急激な変化や、世界的規模で変化する経済の動向など、その対応に行

政も苦闘し、莫大なエネルギーを費やしてきた。

 越前市総合計画では、最初から「定住化の促進」を重点目標に掲げ、人口減少対策に

力を注いできたが、２７年度より、人口減少対策を更に強力に推進するために、越前市

総合戦略（平成２７～３１年度）を策定し、人口減少に歯止めをかけるための５つの柱

を基本目標とし、これに沿って施策を展開し、成果をあげるために全力をあげている。

越前市は、産業面において、越前和紙などの伝統産業から電子部品などの先端技術産

業に至るまで、幅広い産業が集積し、製造品出荷額が福井県の中では第一位の「モノづ

くり都市」として発展を続けている。昨年度の実績でも、雇用増加数において目を見張

るべきものがあるなど、越前市にとって誇れる一面であり、今後更なる発展が期待され

る活力源となっている。

 現在、越前市は、新庁舎並びに複合施設（今立総合支所）の建設、武生中央公園の再

整備、北陸新幹線南越駅（仮称）の周辺整備など、「半世紀に一度のまちづくり」を行っ

ている。越前市が発展する絶好のチャンスと捉え、市民と協働でまちの活性化を図り、

快適で住みよいまちづくり、安全で安心なまちづくりに全力を注ぐべきであると思う。

 越前市がこの１０年、状況の変化によく対応し、一歩一歩着実に前進してきたなかで、

「半世紀に一度のまちづくり」が本格化した昨年度はまさに、躍進の息吹が感じられた

年であった。今後は、まちづくりの整備から、さらに定住化の促進等につなげていかね

ばならない。そういう点では、行政は良くやっていると思う。そして、これは私の夢か

もしれないが、市民の中に、幸福度日本一が実感できてくれば、それこそ行政評価の最

高の到達点であろう。

 我々評価委員は、市民を代表して、市民の目線に立って、慎重かつ大胆に、公平かつ

総合的な観点に立って、厳正に行政の達成度に対する評価を行ったつもりである。

この評価が、市民にとって快適で住みよいまちづくりに、そして、安全で安心なまち

づくりに、少しでも資することになれば、誠にうれしいことである。

越前市総合計画等達成度評価委員会 

委員長  藤 下 洸 養   
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２ 評価方法 

評価にあたっては、委員全員が、市政運営、施策の展開状況等を委員会の狙いで

ある市民の視点、観点に立って注視し、委員会での審議、評価に努めた。 

評価は、市総合計画の平成２８年度の政策の達成度について、実践プログラムに

掲げる数値目標の達成度及び主要な事業の進捗状況等、市が提示した内部評価結果（※） 

を参考に、総合的な評価・検証を行ったものである。 

市総合計画に掲げる５本のまちづくりの柱である「元気な産業づくり」「元気な人

づくり」「快適で住みよいまちづくり」「安全で安心なまちづくり」「市民が主役のま

ちづくり」及び、市の行財政運営に関する柱の「地方分権に対応した行財政運営」

それぞれの柱並びに政策、施策を評価対象として行った。 

また、市総合戦略における「具体的施策の実施状況」及び数値目標・KPI を検証し、
施策の進捗状況について評価した。

なお、評価結果は、次の４段階評価とし、それぞれに委員会としてのコメントを

添えた。 

Ａ：十分に達成された 

Ｂ：達成された 

Ｃ：達成度やや低い 

Ｄ：達成度が低い 

※ 市が提示した内部評価票（別資料）は、次の４段階評価となっている。 

４：十分に達成できた

３：達成できた 

２：相当程度達成（達成まであとわずか） 

１：達成には程遠い、もしくは目標に向かっていない 
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３ 評価結果 

まちづくりの柱 評価 
まちづくりの柱 

政策数 
政策の評価（内訳） 

元気な産業づくり Ａ ６政策 Ａ：２ Ｂ：４ 

元気な人づくり Ａ ９政策 Ａ：５ Ｂ：４ 

快適で住みよいまちづくり Ｂ ５政策 Ａ：２ Ｂ：３ 

安全で安心なまちづくり Ａ ５政策 Ａ：３ Ｂ：２ 

市民が主役のまちづくり Ａ ４政策 Ａ：２ Ｂ：２ 

地方分権に対応した行財政運営 Ａ ３政策 Ａ：３ Ｂ：０ 

全  体 
Ａ：５ 

Ｂ：１ 
３２政策 

Ａ：１７ 

Ｂ：１５ 
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

85,660人 85,569人 85,068人 84,487人 83,617人 83,614人 83,518人 83,008人

達成度
基本政策

地方分権に対応した行財政運
営

安全で安心なまちづくり

市民が主役のまちづくり

ま
ち
づ
く
り
の
柱

元気な産業づくり

元気な人づくり

快適で住みよいまちづくり

４　総合計画等達成度評価票

Ａ

Ａ

 ・行財政構造改革については、計画を新たに策定するなど、少しでも改善されるように取
り組んでいる姿勢は、評価に値する。今後は、財政状況について市民視線で分かりやす
い公表をお願いしたい。

・市民自治の推進への取組みについて、今後も持続可能な市民活動に取り組んでもらい
たい。
・迅速に、タイムリーな情報発信に努めており、また、若者が接しやすいＳＮＳを利用してい
ることなど、情報発信には十分に取り組んでいると感じる。
・市民自治の推進において、今後も外国人への対応策が重要と認識し、今後も取り組まれ
たい。

Ａ

基準値

Ａ

87,742人

・外国人への防災への意識づけの取組みを強化してもらいたい。
・ハード・ソフトの両方向から、防火および消火体制の検証をして、二度と大火がおこらな
い体制を目指してほしい。
・消費者出前講座のメニューを検討し、魅力ある講座を作ってもらいたい。

越前市総合計画等達成度評価票　＜全体＞　

定住化の促進

重
点
目
標

H17.10

基本構想
総　人　口（年度末人口）

実　績　値

・昨年に引き続き、子どもの保育や教育に関する施策については、力強い取組みを感じる
ことができた。今後は、中学生を対象にした学校図書館支援員の配置や、部活動をしてい
ない中学生の居場所の確保等、中学生に重点を置いた取組みも強化してもらえると、ます
ます児童生徒教育の振興が図られる。
・一方では、タブレットを利用した障がい者への窓口支援など良い取組みもあるが、障がい
者や高齢者に対する取組みについても、力を入れて行ってもらいたい。

・各節ともに重要な施策であることは、承知しているが、特に第１節にある「工業の振興」
は、本市における最重要課題と認識しており、第１章の中でも第１節の比重はかなり大き
く、良く取り組まれ、しかも成果が出ている。
・商業の振興や森林づくりなど、課題が多い項目も、地道に取り組まれていることは評価で
きる。
・農業については、学校給食で生産者と話をできる機会を設けていることは良いことであ
る。また、今後は農工連携の取組みにも力を入れてもらいたい。

達成度評価

コメント

Ｂ

A

・計画を策定するだけでなく、どのように運用していくかが大切である。
・住環境の整備、街路整備や上下水道の整備といった定住化の促進につながる施策と、
ネットワーク型コンパクトシティの形成、さらには半世紀に一度のまちづくりが実施されてい
るが、全ての施策が将来に結び付く、とても重要な取組みである。
・コウノトリをシンボルとした、豊かな自然環境を活かした魅力あるまちづくりと環境保全へ
の取組みは、成果も着実に表れており、今後も期待したい。
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達成度 コメント

活力と創造性に満ちた工業の振
興

Ａ

・女性の創業セミナー受講者29人は素晴らしい。受講者の中から、起業、創業す
る女性が増えていくことを期待している。
・雇用の創出において、今後、女性のエンジニアが増えていくことが大切であるの
で女性がエンジニアを目指せるように取り組んでほしい。
・小学生児童に実施している地元企業見学会はとても良い取組みである。
・伝統工芸の担い手の減少は残念であるが、全体的には、課題解決のために良
く取り組まれており、評価する。
・工業は重要な産業であり、今立工業団地において、ナカヤ化学産業㈱や忠央
容器㈱の立地への取組みは良い。

魅力ある商業の振興 Ｂ

・小売業者の活性化促進で、重点エリアを設定し、魅力ある店舗づくりを支援する
取組みは評価できる。
・重点エリアで実施される空き店舗下見会には参加したい。
・新庁舎の建設と中心市街地の商業活性化が一体となった取組みを期待してい
る。
・伴走型持続化補助金の制度は良い取組みである。
・商業の振興に即効薬はなく、課題が多いが、平成２９年度に課題をクリアしても
らいたい。

出会いと感動のある観光の振興 Ｂ

・女性向けにスイーツ系（例:「こうのとりのたまご」）を開発し、越前市のグルメに加
え、街中や蔵の辻等で販売し、気軽にティータイムができる場所づくりに活かして
もらいたい。
・越前市が誇る３つの伝統工芸を活かした産業観光に力を入れて取り組んでもら
いたい。
・観光の重点エリアを設定し、観光の目玉を考え、それを波及していってほしい。
・今もがんばっているが、なお一層の取組みをお願いしたい。

地域資源を活かした農業の振興 Ａ

・学校給食における地元食材使用率の県内順位を指標として取り上げてほしい。
・鳥獣害対策には課題もあるが、良く取り組んでいる。
・学校給食で生産者と話をできる機会を設けていることは良いことである。

みどり輝く森林づくり Ｂ

・市民に森林活用に触れてもらうことは大事であり、金華山グリーンランドの利用
者増加や、八ツ杉森林学習センターでの森林学習会実施は評価できる。
・森林資源の活用は、市単独での取組みは難しいが期待する。
・市木材利用拡大のための研究について期待している。

いきいきと働きやすい環境の充
実

Ｂ

・すくすくすまいる事業所登録数については、従業員数毎の内訳を記載するな
ど、細かな検証をお願いしたい。
・製造業が多い中で、非正規雇用者や女性の雇用のことを考えると、いきいきと
働きやすい環境の充実に対してのハードルは高いと感じている。
・昨年は達成度Ａであった。今年取組みが後退した感じはない。
・第６節は、本来は企業側が用意すべき課題である。働き方改革等は企業が当た
り前に取り組むべきである。
・各企業に対し、市の取組みを周知し、指導も行ってもらいたい。
・高専の卒業生の４割は県内に残るが、働きやすい環境が充実することで、さらに
学生が地元に残ることに期待を込めたい。

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

【達成度評価】
まち
づくり
の柱

元気な産業づくり
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達成度 コメント

Ａ

・各節ともに重要な施策であることは、承知しているが、特に第１節にある「工業の
振興」は、本市における最重要課題と認識しており、第１章の中でも第１節の比重
はかなり大きく、良く取り組まれ、しかも成果が出ている。
・商業の振興や森林づくりなど、課題が多い項目も、地道に取り組まれていること
は評価できる。
・農業については、学校給食で生産者と話をできる機会を設けていることは良い
ことである。また、今後は農工連携の取組みにも力を入れてもらいたい。

元気な産業づくり

＜総　括＞
(再掲)

【達成度評価】
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達成度 コメント

子どもの笑顔が輝く環境づくり Ａ

・ソフト面でも十分対応していると感じているが、児童クラブについては、今後さら
に利用者が増えると思うので、保育士の加配、給与面での改善、外国籍児童へ
の対応等を検討して、より充実したサービスになるようにしてもらいたい。
・すくすくすまいる事業所登録申請書については、昨年度に要望したことを改善
してもらった点は、評価できる。今後も、取組み事業所にすくすくすまいる事業を
取り組んでみてどう思うか、などのコメントを記入してもらうようにするなど、労使双
方向に向けた働きかけをお願いしたい。
・スマートフォンを活用した子育て支援のシステム構築をぜひやってもらいたい。

安心して暮らせる長寿社会の実
現

Ａ

・現状は、各施策よく取り組んでいると思われるが、今後、団塊の世代が後期高
齢者になっていくことで、現状に満足することなくなお一層の努力が必要である。
・区長や、つどいの会代表などに研修会を実施したとあるが、研修会を実施する
場合は、アンケート等を行い、内容のレビューをして、行政からの一方的な施策
にならないような工夫をするとより良いものが構築されるのではないか。

障がい者が安心して暮らせるま
ちづくり

Ｂ

・窓口でのタブレット端末を利用した対応ができる環境整備については、よい取
組みであると思う。
・障害者差別解消法については国の求めた対応などはしていると思うが、まだ制
度が始まったばかりでもあるので、引き続き取り組んでもらいたい。
・昨年度の評価と比べると、強調すべき加点項目がない。

健やかで元気に暮らせるまちづ
くり

Ｂ

・国保税の収納率の向上については、今以上にできることを手を尽くしてやっても
らうしかない。また、市民にも市の財政において、医療費が負担になっていること
をもっと周知してもらいたい。

助け合い、支え合う地域社会の
形成

Ａ

・地域福祉の役割を担うために福祉推進員を委嘱しているが、地域には介護サ
ポーターや老人会等がいて、福祉推進員の自覚が少ないと思う。役割分担等を
明確にすべきではないか。

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

【達成度評価】
まち
づくり
の柱

元気な人づくり
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達成度 コメント

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

【達成度評価】
まち
づくり
の柱

元気な人づくり

人間力を高める教育の充実 Ａ

・ロボコンについては、参加することで、親子の対話が増えたなどの良い効果が
あった。また、小学生部門ができ、今後も中学生、小学生に広く浸透してもらえる
ような取組みをお願いしたい。
・学校図書館支援員は、小学校を対象にしているが、生徒の読書離れを解消す
るために、中学校も対象にすべきである。
・地域活性化や若者の定着化に直結するために、若者の教育の施策をいれるべ
きである。成果指標はほぼ達成しているものが多いので、新たな目標を追加して
もらいたい。

主体的に学びを活かす生涯学
習社会の実現

Ａ

・今立地区の青年の活動や、南・吉野・神山・大虫地区合同のフェスティバル開
催等の取組みは、地域で青年層が活躍できる機会を創出することでとても良いこ
とである。今後は、他の地域にも広がっていくようになるとよい。
・小学生の放課後の居場所作りは実施されているが、今後中高生に向けた取組
みも取り入れてもらいたい。特に、中学生においては、先生の勤務時間が長くな
るために、部活動の時間を減らしていくとの話もあると聞いている。部活動をして
いない中学生の居場所の確保が必要である。

誇れる歴史、芸術文化の創造 Ｂ

・越前市に文化財がたくさん残っているが、残念ながら、それらをうまく活用する、
または、情報の発信力が弱いと感じる。また、文化財の保護について、県や国の
管理にするためにも、活用方法を考えていくことが必要である。
・総社大神宮の近くに、国府の碑があるが、あまり知られていないのではないか。Ｊ
Ｒ武生駅の近辺におけば、歴史と文化のまち越前市のＰＲとなるのではないか。

生涯スポーツのまちづくり Ｂ

・越前市のスポーツ施設を利用する場合、越前市民は安く利用でき、他市の利用
者は高い使用料である。利用率の低いスポーツ施設は、他市の利用者にあえて
低い利用料で開放すると、利用率が伸びるのではないか。
・スポーツではないかもしれないが、越前市は川﨑名人、三好準名人を輩出して
おり、カルタ王国としてＰＲしていることは素晴らしい。ぜひ今後もカルタ王国を積
極的に売り込んでもらいたい。
・カルタは教育として立派な精神修行であり、文化である。カルタ大会が行える和
室を備えた施設を作るなど、カルタ育成にもっとお金をかけてもいいのではない
か

達成度 コメント

Ａ

・昨年に引き続き、子どもの保育や教育に関する施策については、力強い取組み
を感じることができた。今後は、中学生を対象にした学校図書館支援員の配置
や、部活動をしていない中学生の居場所の確保等、中学生に重点を置いた取組
みも強化してもらえると、ますます児童生徒教育の振興が図られる。
・一方では、タブレットを利用した障がい者への窓口支援など良い取組みもある
が、障がい者や高齢者に対する取組みについても、力を入れて行ってもらいた
い。

【達成度評価】

元気な人づくり

＜総　括＞
(再掲)
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達成度 コメント

秩序ある土地利用の推進 Ｂ

・まちなかの活性化が重要である。市の説明会や出前講座を実施するときにアン
ケートを取って、市民ひとりひとりの声を聞いていかないと、今後生き残れないと
感じる。ぜひアンケートを実施していただきたい。
・都市計画マスタープランと立地適正化計画が策定されたことで、越前市が目指
すまちづくりの方向性が示された。今後は、コンパクトシティを目指すことになる
が、中心市街地以外の周辺部に関して、まちづくりがマイナスにならないよう取組
んでほしい。
・計画を立てることが目標ではなく、これからどのように進めていくかが評価になる
ので更なる取組みを期待している。

コンパクトで機能的な都市構造
の形成

Ａ

・各施策の数値が上昇しており、評価できる。
・中心市街地活性化の施策により、まちなかへの定住化がみられ、減少傾向が緩
やかになっていることは評価できる。
・空き家など、不動産所有者が個人の高齢者である場合もあり、おうちナビからの
情報発信を待つだけではなく、その人たちにおうちナビを活用した情報発信を促
すことが必要だと感じる。
・中心市街地以外のエリアでも、今後人口が増える取組みを継続することが大事
である。

うるおいのある住環境の創出 Ａ

・定住化の促進には、住環境の整備が不可欠であり、どの施策も、地道で着実な
取組みが求められるが、成果があがっており評価できる。
・武生中央公園の再整備が進んでおり、市民として完成を楽しみにしている。
・多世代同居は、財政やまちづくりなど、二重、三重の効果がある。多世帯同居を
促進する支援や取組みを継続していただきたい。

快適な交通体系の整備 Ｂ

・福武線の利用者が、前年度比102.1％になったことは凄いことで高評価に値す
る。内部評価を見ると、前年度４だったものを今回３と下げているが、厳しい評価
だと思う。
・福武線の利用者増について、時間帯や曜日による利用者数の分析も必要であ
る。また、乗客の快適性も考える必要があるので、働きかけを行ってほしい。
・通学路の歩道にグリーンラインが設置されたが、グリーンラインの意味を理解す
ることと合わせ、除雪された雪によってラインが隠れてしまわないよう、沿線住民と
一緒に取り組むことが必要である。

環境にやさしいまちづくり Ｂ

・ゴミ減量化推進やリサイクルへの取組みは他の市町より先進的に取り組まれ、十
分評価できる。
・コウノトリの舞う里づくりに伴ったコウノトリを通しての環境学習は、越前市の特徴
であり評価できる。

達成度 コメント

Ｂ

・計画を策定するだけでなく、どのように運用していくかが大切である。
・住環境の整備、街路整備や上下水道の整備といった定住化の促進につながる
施策と、ネットワーク型コンパクトシティの形成、さらには半世紀に一度のまちづく
りが実施されているが、全ての施策が将来に結び付く、とても重要な取組みであ
る。
・コウノトリをシンボルとした、豊かな自然環境を活かした魅力あるまちづくりと環境
保全への取組みは、成果も着実に表れており、今後も期待したい。

【達成度評価】

快適で住みよいまちづくり

＜総　括＞
(再掲)

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

まち
づくり
の柱

【達成度評価】
快適で住みよいまちづくり
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達成度 コメント

地域が支える防災体制の充実 A

・防災マップの作成率もあと、わずかとなっているなど、地域での防災の意識付け
の取組みをされている。今後は、外国人に対して、勤務先の企業に働きかけた
り、避難訓練などに参加を促すなど、取組みを強化してもらいたい。
・防災士については、各地区にまんべんなくいるとのことだが、今後は、継続教育
を充実してもらいたい。

郷土を守る治山･治水対策の充実 A

・予算のかかる事業であるが、一旦災害が起こると甚大な被害が予想されるの
で、計画的に確実に推進してもらいたい。

地域ぐるみの防犯対策の充実 A

・子どもの見守りについては、取組みの強化がされていて、今後も継続してもらい
たい。
・不審者情報については、一昔前よりも件数が減ってきていると思うが、警察まで
数字が上がっていなくて、潜在的なものもあるかもしれないので、数字を鵜呑み
にせず、気をつけてもらいたい。

消防・救急体制の充実 Ｂ

・蓬莱町の大火を反省して、内部評価を行っているが、消防救急体制への取組
みについては、十分されている。ただし、大火が起きたことは教訓として、ますま
すの取組みをお願いしたい。
・まちなかでも空き家が増えてきている。空き家の防火対策についても強化しても
らいたい。

暮らしの安全の向上 Ｂ

・消費者出前講座のメニューについて、ネットオークションのトラブル等、被害者
にならないことと同時に、加害者にもならないことを促す講座を作るなど、再び参
加者が増えるものを考えてもらいたい。潜在的な被害は増えているかもしれな
い。
・交通安全について、グリーンベルトの設置を周辺住民に伝えてもらい、地域で
交通安全意識の向上につながるようにしたい。

達成度 コメント

A

・外国人への防災への意識づけの取組みを強化してもらいたい。
・ハード・ソフトの両方向から、防火および消火体制の検証をして、二度と大火が
おこらない体制を目指してほしい。
・消費者出前講座のメニューを検討し、魅力ある講座を作ってもらいたい。

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

【達成度評価】
安全で安心なまちづくり

安全で安心なまちづくり

＜総　括＞
(再掲)

【達成度評価】

政　策

まち
づくり
の柱
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達成度 コメント

市民自治の推進 Ａ

・地域貢献活動支援については、学生の活動も含め、今後も発展できるように支
援を充実していってもらいたい。
・地域のコミュニティをますます充実していってもらいたい。
・空き家・空き店舗を有効活用した施策を推進してほしい。

市民交流の推進 B

・友好都市の交流についてマンネリ化している感がある。
・外国人がいる町内でのゴミステーションの管理がうまくできていないところがあ
り、外国人に対して分かりやすい説明や表記をお願いしたい。

人権尊重と男女共同参画社会の
実現

B

・男女共同参画の推進について、越前市は積極的に取り組んできた。他自治体
の先導的役割を担ってほしい。
・女性を登用することについては、女性が参加することも大切であるが、女性目線
から発信をし続けることの重要性を認識してもらうために、意識改革が必要だと思
う。

情報の共有化の推進 Ａ

・市ホームページで「課トピックス」と市公式フェイスブック「いいね！越前」を立ち
上げ、積極的に情報発信している点は評価できる。
・市ホームページのアクセス数が飛躍的に伸びるなど、情報発信には十分に取り
組まれている。このアクセス数を減らさないように今後も取り組んでもらいたい。

達成度 コメント

Ａ

・市民自治の推進への取組みについて、今後も持続可能な市民活動に取り組ん
でもらいたい。
・迅速に、タイムリーな情報発信に努めており、また、若者が接しやすいＳＮＳを利
用していることなど、情報発信には十分に取り組んでいると感じる。
・市民自治の推進において、今後も外国人への対応策が重要と認識し、今後も取
り組まれたい。

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

市民が主役のまちづくり

政　策

市民が主役のまちづくり

＜総　括＞
(再掲)

【達成度評価】

まち
づくり
の柱

【達成度評価】
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達成度 コメント

自立した行財政運営の確立 Ａ

・民間であれば貸借対照表がないと業績判断ができない。市民の視点でいえば、
貸借対照表をあげてもらいたい
・５期比較を行ってもらいたい。民間企業なら一般的である。国からの基準が示さ
れていなくても、越前市で取り組んでもらいたい。

行政の広域化への対応 Ａ

・特別徴収がほぼ義務化されているが、越前市は振替納税をしているが、福井市
や坂井市はまだ取り組んでいない。越前市だけで取り組むのでなく、まだの自治
体にも取り組んでもらえるようにしてもらいたい。

電子自治体の推進 Ａ

・マイナンバーにいろいろな機能がついてきた時に、今のセキュリティでは不安な
部分もある。

達成度 コメント

Ａ

 ・行財政構造改革については、計画を新たに策定するなど、少しでも改善される
ように取り組んでいる姿勢は、評価に値する。今後は、財政状況について市民視
線で分かりやすい公表をお願いしたい。

【達成度評価】

地方分権に対応した行財政運営

＜総　括＞
(再掲）

政　策

越前市総合計画等達成度評価票　＜まちづくりの柱別＞　

【達成度評価】
地方分権に対応した行財政運営

まち
づくり
の柱
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５ 越前市総合計画等達成度評価委員会の開催経過 

年月日 会議等 内容等 

平成29年 4月 21日(金) 第１回達成度評価委員会

１ 総合計画等達成度内部評価結果の説明 

２ 審議（評価の実践） 

元気な産業づくり 

平成 29年 4月 27日(木) 第２回達成度評価委員会
１ 審議（評価の実践） 

元気な人づくり 

平成29年 5月 11日(木) 第３回達成度評価委員会

１ 審議（評価の実践） 

快適で住みよいまちづくり 

２ 現地視察 

・紙の文化博物館 

・武生東公民館

・武生中央公園総合体育館及び武生中央公

園再整備 

平成 29年 5月 18日(木) 第４回達成度評価委員会

１ 審議（評価の実践） 

安全で安心なまちづくり 

市民が主役のまちづくり 

地方分権に対応した行財政運営 

平成 29年 5月 29日(月) 評価結果の市長報告 １ 委員会から評価結果の市長報告 
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６ 越前市総合計画等達成度評価委員会 委員名簿 

◎委員長 

氏 名 役 職 等 

岡 川  聖 代 
西母親クラブ会長 

越前市地方創生に関する有識者会議 

河 合  洋 典 

武生青年会議所元理事長 

カワイ株式会社専務取締役 

市本庁舎建設市民検討委員会委員 

田 中  希世子 

税理士・社会保険労務士 

市指定管理者評価委員 

市下水道施設維持管理業務包括委託審査懇談会委員 

市下水道事業推進対策協議会委員 

◎ 藤 下  洸 養 

元市教育委員会委員長 

市総合計画基本計画改定懇話会座長 

市今立総合支所建設市民検討委員会委員長 

唯宝寺住職 

堀 江  康 喜 日本政策金融公庫 武生支店 支店長 

   山 下  裕 己 福井新聞社参与特別論説員 

吉 田  雅 穂 

独立行政法人 国立高等専門学校機構  

福井工業高等専門学校 環境都市工学科教授 

H27市産業活性化プラン改定有識者会議委員 

（敬称略：五十音順）
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７ 越前市総合計画等達成度の評価に関する越前市事務事業等評価委員会設置規則 

（設置） 

第１条 越前市総合計画及び越前市総合戦略の達成度の評価に関する調査審議を行うため越前

市附属機関設置条例（平成２４年越前市条例第２号）第２条の規定に基づき、越前市

総合計画等達成度の評価に関する越前市事務事業等評価委員会（以下「委員会」という。）を

設置する。 

（組織） 

第２条 委員会は、委員７人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 (1) 学識経験を有する者 

 (2) 関係行政機関の職員 

 (3) 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

（任期） 

第３条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長） 

第４条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指定する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによ

る。 

 （報酬） 

第６条 委員の報酬は、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成１

７年越前市条例第４４号）及び特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

施行規則（平成２４年越前市規則第１３号）の定めるところによる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、越前市行政組織規則（平成１７年越前市規則第１０号）別表第５に定

める課において処理する。 

（その他） 

第８条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

（委員会招集等の特例） 

２ 委員長が互選されるまでの間、会議の招集及び運営は、市長が行う。 
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 資 料  

越前市総合計画等達成度内部評価票 

【平成２８年度分】



越前市総合計画等達成度内部評価票の構成 

＜ 平成２８年度 越前市総合計画等達成度 内部評価結果一覧表 ＞    Ｐ.１

＜ 平成２８年度 越前市総合計画等達成度 内部評価票 ＞        Ｐ.２

第１章 【元気な産業づくり】

第１節 活力と創造性に満ちた工業の振興 P.２ 

第２節 魅力ある商業の振興 P.５ 

第３節 出会いと感動のある観光の振興 P.６ 

第４節 地域資源を生かした農業の振興 P.８ 

第５節 みどり輝く森林づくり P.１０ 

第６節 いきいきと働きやすい環境の充実 P.１１ 

第２章 【元気な人づくり】

第１節 子どもの笑顔が輝く環境づくり P.１２ 

第２節 安心して暮らせる長寿社会の実現 P.１５ 

第３節 障がい者が安心して暮らせるまちづくり P.１６ 

第４節 健やかで元気に暮らせるまちづくり P.１７ 

第５節 助け合い、支え合う地域社会の形成 P.１９ 

第６節 人間力を高める教育の充実 P.２０ 

第７節 主体的に学びを生かす生涯学習社会の実現 P.２２ 

第８節 誇れる歴史、芸術文化の創造 P.２４ 

第９節 生涯スポーツのまちづくり P.２５ 

第３章 【快適で住みよいまちづくり】 

第１節 秩序ある土地利用の推進 P.２６ 

第２節 コンパクトで機能的な都市構造の形成 P.２７ 

第３節 うるおいのある住環境の創出 P.２９ 

第４節 快適な交通体系の整備 P.３２ 

第５節 環境にやさしいまちづくり P.３４ 

第４章 【安全で安心なまちづくり】



第１節 地域が支える防災体制の充実 P.３６ 

第２節 郷土を守る治山･治水対策の充実 P.３７ 

第３節 地域ぐるみの防犯対策の充実 P.３８ 

第４節 消防・救急体制の充実 P.３９ 

第５節 暮らしの安全の向上 P.４０ 

第５章 【市民が主役のまちづくり】

第１節 市民自治の推進 P.４１ 

第２節 市民交流の推進 P.４２ 

第３節 人権尊重と男女共同参画社会の実現 P.４３ 

第４節 情報の共有化の推進 P.４４ 

第６章 【地方分権に対応した行財政運営】

第１節 自立した行財政運営の確立 P.４５ 

第２節 行政の広域化への対応 P.４６ 

第３節 電子自治体の推進 P.４７ 



柱別 内部評価

第１章　【元気な産業づくり】 4

4

3

4

4

4

内部評価

第１章　【元気な産業づくり】 4
4
3
3
4
3
4
4
4
4
3
3
4

第６節　人間力を高める教育の充実 4
第７節　主体的に学びを生かす生涯学習社会の実現 4
第８節　誇れる歴史、芸術文化の創造 4
第９節　生涯スポーツのまちづくり 3

3
4
4
3
3
3
4
4
4
4
3
3
4
4
3
3
4
4
4
4
4
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第1節　自立した行財政運営の確立
第2節　行政の広域化への対応
第3節　電子自治体の推進

第5節　暮らしの安全の向上

第５章　【市民が主役のまちづくり】
第1節　市民自治の推進
第2節　市民交流の推進
第3節　人権尊重と男女共同参画社会の実現
第4節　情報の共有化の推進

第4節　消防・救急体制の充実

第５節　助け合い、支え合う地域社会の形成

第３章　【快適で住みよいまちづくり】
第１節　秩序ある土地利用の推進
第２節　コンパクトで機能的な都市構造の形成
第３節　うるおいのある住環境の創出
第4節　快適な交通体系の整備　
第5節　環境にやさしいまちづくり

第４章　【安全で安心なまちづくり】
第1節　地域が支える防災体制の充実
第2節　郷土を守る治山･治水対策の充実
第3節　地域ぐるみの防犯対策の充実

第４節　健やかで元気に暮らせるまちづくり

柱および政策別

第１節　活力と創造性に満ちた工業の振興
第２節　魅力ある商業の振興
第３節　出会いと感動のある観光振興
第４節　地域資源を活かした農業の振興
第５節　みどり輝く森林づくり
第６節　いきいきと働きやすい環境の充実

第２章　【元気な人づくり】
第１節　子どもの笑顔が輝く環境づくり
第２節　安心して暮らせる長寿社会の実現
第３節　障がい者が安心して暮らせるまちづくり

第６章　【地方分権に対応した行財政運営】

平成２８年度 越前市総合計画等達成度 内部評価結果一覧表

第２章　【元気な人づくり】

第３章　【快適で住みよいまちづくり】

第４章　【安全で安心なまちづくり】

第５章　【市民が主役のまちづくり】
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４
（４）

達成度

【目標・取組み概要】
①県下トップクラスの企業立地支援制度の堅持と中小・小規模事業者への施策を強化する中で、市企業立
地促進補助金を積極的に周知するとともに、制度利用を促す。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第１章　元気な産業づくり
第１節　活力と創造性に満ちた工業の振興

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①越前ものづくり塾においては、異業種によるチーム単位で各社の技術を活用した商品開発を通して、新
商品開発の全体の流れを習得するセミナーを開催。
②越前モノづくりフェスタ開催により地域産業を市内外に広くＰＲ、参加企業の企業間連携を促進。
③市産業活性化プランの改定（２７年１０月）に基づく小規模事業者の持続的発展の支援強化。

（1）
既存産業・企業の自立
化の促進と支援

【結果及び分析】
①全１０回の越前ものづくり塾を開催し、２１事業者が受講。商品の発表の場として、京都市と福井市に
おいて展示会を開催した。４年目を迎え、「学び」から「実践」に移行する中で、消費者との繋がりを重
視したマーケティングの学習や新商品開発を行っていく。
②越前モノづくりフェスタでは、１７１事業所が出展し、９月１７日～１９日の３日間で、６０，８００
人の来場者を迎え、越前市のモノづくりを広くＰＲできた。
③小規模事業者が商工会議所等支援機関の指導を受けながら自ら経営計画を策定し、実践する伴走型持続
化補助金を募集し、１０事業者が経営計画策定・交付決定を行った。小規模事業者に経営計画を策定する
ことの重要性を認識してもらい、２９年度では創業者への支援を行う。

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

（4）
産力強化のための支援
体制の構築

【結果及び分析】
①企業立地促進補助金については、企業立地促進補助金でアシックスアパレル工業㈱、㈱福井村田製作
所、㈱ふじや食品、ナカヤ化学産業㈱、忠央容器㈱の５件、持続的発展生産施設増設等事業補助金で３件
の計８件を新規に指定し、補助要件を満たした５件について新規に補助金を交付した。
　２９年度では、市総合戦略に掲げるＩＪＵターン者の就職支援や女性の雇用創出の促進を図るため、業
種や地域によってはサービス産業も同補助金の対象に加える検討を行う。

【結果及び分析】
①新事業チャレンジ支援事業では、１０件認定し、知的財産取得については２７年度の制度改正により２
件増加した。積極的な周知・ＰＲにより申請件数が増加しており、認定をきっかけに新聞掲載や展示会出
展による新規商談等、ビジネスチャンスにつながっている。
②市ＰＲ応援商品事業では、７件登録。２９年度では、登録商品の追加を図る。
③市創業支援事業計画に位置付けられている認定支援機関である越前ネクストクラフト実行委員会が「女
性のための創業支援セミナー」を開催。チャレンジ出展２回を含め全８回開催し、女性起業家や起業希望
者２９人が受講。１１月に受講修了者などによる女性起業家ネットワーク「紫姫舞会」を設立した。

施
策
評
価

（2）
創業の促進

（3）
企業立地の促進

４
（３）

４
（４）

【目標・取組み概要】
①新事業チャレンジ支援事業での、新商品の企画・開発、販路開拓、知的財産権の取得への支援。
②市ＰＲ応援商品事業での、商品登録、ロゴシールの配布。
③越前ネクストクラフト事業での、「女性のための創業支援セミナー」開催。中小企業融資事業での女性
等創業支援資金利子補給。展示会等出展支援事業での女性創業チャレンジ出展の支援。産業人材育成事業
での女性創業者及びグループへの人材育成講座受講等への支援。

【結果及び分析】
①市産学官連携ネットワーク有識者会議を２回開催し、制度融資に対し意見を集約した。
②えちぜんモノづくりＮＥＴにおいて、閲覧機能に加え市外企業からのマッチング機能と市ＰＲ応援商品
の掲載を付加した。
③２９年１月２６日に信越化学工業(株)武生工場、（株）福井村田製作所、アイシン・エィ・ダブリュ工
業（株）との間で、地方創生に関する包括的地域連携協定を締結した。締結により、各社社員に対し、市
が実施する定住化に向けた各支援制度の周知が図られた。今後も、協定を契機に、産業振興や雇用対策に
加え、移住定住施策、まちづくりなど幅広い分野で、地域の課題解決と市総合戦略の推進に向け連携して
取り組むことを確認した。

４
（４）

４
（４）

【目標・取組み概要】
①市産学官連携ネットワーク有識者会議を開催し、市産業活性化プランの進捗管理と２９年度予算への意
見集約を行う。
②ウェブサイト「えちぜんモノづくりＮＥＴ」において、さらなる機能強化を図る。
③市総合戦略に掲げた労働人口の確保に繋がる定住化促進策の推進を図る。
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【主な事業の実績等】
・越前ものづくり塾　セミナー１０回開催、受講者２１事業者
・女性のための創業支援セミナー　８回開催、受講者２９人
・企業立地支援補助金交付件数　新規５件（新規雇用９７１人、うち市内在住３８９人）
・産業人材育成支援事業補助金交付件数　１０件
・伝統産業後継者育成対策事業交付件数　１９件
・伝統工芸職人塾塾生　６人
・小中学校での地元企業見学会の実施率　１００％
・モノづくり出前講座開催　３２回
・２９年１月２６日に信越化学工業(株)武生工場、（株）福井村田製作所、アイシン・エィ・ダブリュ工業
（株）との間で、地方創生に関する包括的地域連携協定を締結した。
・２９年２月１４日に、福井信用金庫と地方創生に関する包括的連携協定を締結した。

総合戦略における具体
的施策の実施状況

（5）
伝統産業の活性化

【結果及び分析】
①２７、２８年度の２ヶ年継続事業で、紙の文化博物館を和紙文化の発信拠点、産業観光の起点として整
備した。２９年４月８日に１階部分をリニューアルオープン、９月３０日にフルオープンする。
　リニューアルオープンに伴い、２９年４月８日からＧＷ後までの約１か月間のイベントを行い、その後
９月のフルオープンに向け、特別展の開催準備を進める中、和紙の魅力を来場者に伝える展示、販路の拡
大及び産業観光の強化を促進する。また、県内外で開催されるイベント等に３産地が連携して参加しなが
ら、販路拡大、広報活動及び産業観光の推進を行う。
　海外への販路拡大として、経済産業省事業によるCraftmeetに採用されたことにより、丹南の５つの伝
統産業を海外へＰＲをすることができた。また、東京都主催による「ものづくり・匠の技の祭典２０１
６」及び東京のKitteにおける展示会に５産地で参加することで、丹南地域の観光を含め国内での販路拡
大につなげることができた。
②市の伝統産業後継者育成対策事業や県ものづくりの里プロジェクトの伝統工芸職人塾により後継者の育
成を図った。１１月にサンドーム福井で開催した伝統的工芸品月間国民会議全国大会に、全国からバイ
ヤーを招待し、商談会を開催した。
　「工房群に美技ひしめくまち―越前」をタイトルに、丹南５産地での産業観光をストーリー化し、「日
本遺産」として文化庁に申請した。
③産地組合との協議を踏まえ、打刃物拠点施設整備計画を決定した。
　３０年９月オープンに向けイベントプログラムを検討し、資料の収集・展示について産地組合と連携し
て推進する。

４
（４）

【目標・取組み概要】
①市工芸の里構想を推進し、伝統産業の振興、後継者の育成、国内・海外販路の展開、文化の発信拠点・
産業観光の起点を整備する。
②県ものづくりの里プロジェクト協議会と市工芸の里構想との連携を図り、丹南５産地での広域的な産業
観光を推進する。
③打刃物拠点施設の整備に伴い、産地や工芸開放試験場利用者と協議し、施設設計に反映させる。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

137 146 163 165 176 171 － －

7 7 9 3 3 10 － －

131 130 240 145 140 118 － －

- - - 25 23 21 － －

- - - - 23 29 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 56 971 － －

基本目標Ⅱ ＫＰＩ 100 100 － －

基本目標Ⅴ ＫＰＩ 2 77 － －

62 65 80 － －

－

新事業チャレンジ支援
制度認定事業所数（延
べ数）（件）
（H28以降申請件数に変
更）

5
（H18）

80 43 50

20 23

59

45

越前ネクストクラフト
事業

モノづくり塾セミナー受講
者数

女性創業支援セミナー受講
者数

製造品出荷額等の県内
比率（％）

21.8
（H17）

24.3

達成状況　（年度末見込み）

－

25社/5年間

100%（毎年度）

25.0

地域産業育成事業
丹南産業フェア出展企業数
（越前モノづくりフェスタ）

越前発新事業チャレン
ジ支援事業

新事業チャレンジ支援事業
認定件数

アタック１００ 市内事業所の訪問件数

指標名

小中学校での地元企業見学
会の実施率

成
果
指
標

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

総合戦略

目標値

－

－

基本目標
柱 （H31）

1,000人増/5年間 －

－ －21.7

28 34 39

25.0

企業立地促進補助制度
認定事業所数（延べ
数）（件）

10
（H18）

55

新生活支援サイト「住もっ
さ！越前市」から市内企業
ＨＰへのリンク登録件数
（延べ）

企業立地促進補助金利用に
よる雇用増加数

内容
H31

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

23.523.5

達成状況（年度末見込み）

実践プログラム【数値目標】

25.0

活
動
指
標
等
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３
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

7 7 4 6 6 5 － －

－ － － 6,264 6,245 7,506 － －

－ － － － 10 10 － －

18 178 141 106 115 101 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 6 5 － －

H31

まちなか開業支援件数 20件/5年間 －

－ －

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

総合戦略

基本目標
柱

内容
目標値 達成状況（年度末見込み）

（H31）

まちなか開業・地域助
け合いビジネス支援事
業新規認定件数　(延
べ数)（件）

7
（H18）

70 35 42 46 52 58 63

指標名
達成状況　（年度末見込み）

元気な商業者グループ
支援事業決定団体数
(延べ数)（団体）

9
（H22）

49 15 18 23 29

経営指導件数

伴走型持続化補助金交付件
数

中小企業融資事業 融資件数

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

33 40 － －

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】
・以下のまちなか開業支援業務をまちづくり武生㈱に委託し、まちなかの賑わいを創出する取組みや、まちな
かで開業する人を支援し、まちなかの賑わい創出を図った。
　①開業相談　②空き店舗紹介　③資金繰り相談　④支援金の交付　⑤開業３年間の経営サポート
　２８年度まちなか開業支援件数５件（目標値２０件/５年間）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

中心市街地活性化事業
まちなか開業支援件数(新
規)

小規模事業経営支援促
進事業

３
（３）

【結果及び分析】
①元気な商業者グループ支援事業において、７件の新規決定を行い、目標値３８団体を２団体上回る
４０団体となった。
②まちなか開業・地域助け合いビジネス支援事業において、５件の新規認定を行い、目標値としてい
た延べ６３件を達成した。
　これまでの開業時経営支援型では、投資額が低いため店の魅力向上感も乏しく、投資額が大きい飲
食業には不向きで、店も散在していたため、効果が見えにくかった。
　２９年度からは、エリアと業種を絞り、経営支援型から設備投資支援型にシフトし、誘客効果が高
いとされる飲食店などを中心に、重点エリア（総社通り、京町界隈、総社表参道）を設定し、魅力あ
る店舗づくりに支援する。

（2）
経営基盤の強化

【目標・取組み概要】
①商工会議所及び商工会の経営指導件数の増加を目指す。
②市産業活性化プラン（改定）に基づく、伴走型持続化補助金制度の運用。
③市制度融資について、地方創生における金融の役割と預託制度のあり方を検討する。

３
（３）

【結果及び分析】
①２７年度に商工会議所が、２８年度に商工会が、国の経営発達支援計画の認定を受け、経営指導の
強化に取組んでいる。
②伴走型持続化補助金は１０事業所で経営計画策定・実践している。今後は、新規創業者への支援を
含む事業枠の拡充を検討する。
③従来の預託制度を見合わせ、金融機関の自己資金による融資に切り替え、金融機関の企業への経営
指導等で経営強化につなげる新しい制度の検討をした。
　２９年度から新制度に切り替え、利子補給を強化するとともに、返済期間を最長７年から１０年に
延長する。この制度を運用する中で、引き続き中小・小規模事業者の持続的発展・事業継続を支援す
る。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第１章　元気な産業づくり
第２節　魅力ある商業の振興

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

施
策
評
価

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

（1）
小売商業者の活性化促
進

【目標・取組み概要】
①元気な商業者グループ支援事業決定団体数について延べ３８団体を目指す。
②まちなか開業・地域助け合いビジネス支援事業新規認定件数について延べ６２件を目指す。
　上記の目標を達成させるため、支援事業の周知を図り、利用の拡大を図るとともに、開業の情報を
収集するため、まちづくり武生（株）、武生商工会議所、越前市商工会などの関係機関と連携し商業
の振興を図る。
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３
（３）

達成度

（3）
受入れ態勢の整備

【目標・取組み概要】
①観光回遊バスの運行、観光・匠の技案内所とまちなかプラザの運営、ボランティアガイドの活用等によ
り、観光客の受入れ態勢を整える。

３
（３）

【結果及び分析】
①観光回遊バスについては、桜の時期（２日間）、ＧＷ（２日間）に運行し、それぞれ１，２９２人、５
６１人の利用があった。
・地元高校生の授業で、観光客を相手にボランティアガイドを行うことを想定した、事前学習とフィール
ドワークを２回行った。
・観光・匠の技案内所については７，９６８人、まちなかプラザについては７，０００人の利用があっ
た。
　（２７年度実績　観光・匠の技案内所８，８６５人　まちなかプラザ７，２０２人）
・ＪＲ武生駅前に、市ゆかりの絵本作家（かこさとし・いわさきちひろ）の大型ＰＲ看板を設置し、観光
案内の充実を行った。

４
（４）

【結果及び分析】
①各観光施設の集客取組みにより、入込数は１１８万人と目標値を上回った。（２７年１１２万人）
　２９年度からは、３５年春の北陸新幹線南越駅(仮称)開業や、３０年に開催される福井国体など本県へ
の注目が増す中、２８年度改定した市観光振興プラン及び丹南地域周遊滞在型観光推進計画の推進に向
け、観光資源の強化を図りながら、越前市及び丹南地域全体で魅力度向上を目指す。
②しきぶ温泉「湯楽里」の一般利用者数が増えた（１８０千人→１９６千人）ことにより、学生宿泊者数
は昨年より減少し１，７２６人となった。（２７年　２，７４６人）
　２９年度は、２８年度に改修を終えたふくい農業ビジネスセンターも学生合宿に最適な施設として売り
込む。
③池上遼一氏のポスター効果は、フェイスブック等のＳＮＳを中心に情報が拡散され好評を得た。
　３０年に、いわさきちひろ生誕１００年を迎えることから、記念事業の実施に向け、ちひろの生まれた
家の整備拡充と絵の展示を強化し、誘客増とまちなか回遊の拡大に取り組む。
④まち歩きツアーを3回開催し、参加者から次回を望む声が出るなど好評を得た。
⑤ちひろの家は、年４回の企画展を開催し、開館日を週６日にしたことから、来館者が約２，０００人増
えた。
⑥建立当時の輝きを取り戻す紫式部像の修復工事を行ったことで、観光客入込数が昨年より約３，０００
人増えた。（６０，０００人→６３，０００人）

（2）
越前市の魅力発信

【目標・取組み概要】
①歩いて観光したくなるような魅力的な観光冊子の作成に取り組む。
②県及び県観光連盟とともにプロモーション活動を行い、インバウンド拡大に取り組む。
③観光まちづくりを促進するためＪＴＢと地方創生に関する包括的連携協定を締結する。
④３大グルメと料亭文化について、積極的な情報発信を行う。

４
（４）

【結果及び分析】
①市観光協会で観光ガイド「モノ、コト、ココロ旅」を創刊した。
②インバウンド対策は、県事業と連携し、市内で体験観光ができる施設を県内在住の外国人に紹介し、Ｓ
ＮＳ等で情報発信を行った。和紙の里に外国人が多く訪れていることから、紙の文化博物館に、多言語化
システムを導入した。。
③ＪＴＢと包括的連携協定を締結し、本物志向の体験型商品の具体化について検討を行った。
　今後は、ＪＴＢとの協力連携のもと、本年度改定した市観光振興プランの推進体制を強化していく。
④越前おろしそば、ボルガライス、武生駅前中華そばのご当地グルメが味わえる飲食店マップを作成し
た。越前がにが、市内料亭でも食べられるということを、観光客に意識づけることができた。
　料亭文化と３大グルメは、継続して本市の主要な観光ＰＲ戦略として注力する。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第１章　元気な産業づくり
第３節　出会いと感動のある観光の振興

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

施
策
評
価

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

（1）
観光資源の開発

【目標・取組み概要】
①観光客入込客数１１０万人を目指す。
②学生合宿による宿泊者数：３，０００人を目指す。（学生合宿宿泊の報償制度を２８年５月に拡充　１
団体あたり上限２０万円/年度→１団体あたり上限５０万円/回）
③池上遼一氏のイラスト描写による伝統産業ＰＲポスターを作成し観光施設に配布する。
④伝統産業の産地等のまち歩きツアーを企画し、積極的にＰＲする。
⑤「ちひろの生まれた家」記念館に新展示室を設け、４月にリニューアルオープンする。
⑥紫式部公園の式部像を、公園創設時と同じような美しい姿に修復する。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

265,872 227,660 204,377 180,429 193,513 155,054 － －

113,500 92,800 119,500 101,500 114,300 122,300 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

81 99 55 － － － － －

－ － － 40 39 53 － －

707（H22） 3,300 1,606 1,706 1,799 3,064 2,746 1,726 － －

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅴ ＫＰＩ 1,124,957 1,182,202 － －

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

総合戦略

基本目標
柱

内容
目標値 達成状況（年度末見込み）

（H31） H31

年間観光客入込数 110万人

90,901 － －

－

語り部の活動回数（回） 58
（H17）

180
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞの活動回数(回)

学生合宿宿泊者数（人）

－

たけふ菊人形の入場者
数（人）

98,502
（H22）

100,000 110,078 88,994 87,527 84,517 89,930

966,000 995,000 941,000 1,124,957 1,182,202 －

来客者数

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

観光客入込数（人）
815,000
（H17）

1,100,000 1,060,000

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】
越前市に関する情報の発信
・池上遼一氏のイラスト描写による伝統産業ＰＲポスターを２，４００枚作成し、各施設に配布
・フェイスブック等のＳＮＳによる積極的な観光情報を発信（年８０回投稿）
・３大グルメマップの改定を行い、より詳しい店舗情報を市観光協会のＨＰで情報発信
・市ふるさと大使の協力により市の魅力を発信した。
（主な内容：かこさとし氏が武生中央公園市民の広場を監修し本市をＰＲ、本市を舞台とした「コウノトリの
コウちゃん」を刊行、池上遼一氏のイラストによる伝統産業ＰＲポスター３種完成、リオオリンピック入賞の
見延和靖選手と佐藤希望選手が本市をＰＲ、プロ自転車ロードレーサー中島康晴選手が菊花マラソンで新設さ
れた村国山コースを先導等）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

観光客増加促進事業 観光バスによる誘客数

サマーフェスティバル
支援事業

（4）
観光イベントの充実

【目標・取組み概要】
①たけふ菊人形の入場者数９万人を目指す。
②サマーフェスティバルの来場者数１０万人を目指す。
③式部とふじまつり等市内観光イベントを支援する。

３
（３）

【結果及び分析】
①菊人形入場者数は、昨年より会期を６日間短縮したが、５年ぶりに９万人を超えた。増加要因として、
中学生以下の入場料無料化、レンタル遊具の充実、ＯＳＫ公演会場を文化センター大ホールに変更したこ
となどが挙げられる。
　２９年夏に市民の広場や体育館等が完成することから、こうした新施設との相乗効果を狙い、菊人形会
場である武生中央公園への入場は無料とし、有料エリアは菊人形館とＯＳＫ観劇の２か所に限定する。ま
た、中学生以下の菊人形館入場料金、ＯＳＫの観劇料金は、昨年に引き続き無料とする。市民の広場や体
育館の完成後の９月１６～１８,２３,２４日には、子どもを対象にした菊人形のプレオープンイベントを
開催する。
②サマーフェスティバルは、ふるさと踊りが７，０００人、わっしょい越前が１５，０００人、花火大会
が１００，０００人と多くの観客が訪れ、３日間合計で１２２，３００人の来場となった。（昨年１１
４，３００人）
③式部とふじまつり等市内観光イベントの支援を行った。

-7-



４
（４）

達成度

（1）
からだとこころを育む
食の実現

【結果及び分析】
①１１月１９、２０日に武生中央公園で、ＪＡと共催した「まるごと食の感謝祭」を開催し、２日間で約
２万５千人の来場者があり、越前市の地場農畜産物などの食の魅力を発信した。また、同時にご飯食の大
切さを啓発する「ごはん塾」を開催した。
②「地産地消推進の店」を新たに４件認定した。
　２９年度からは、地場産農畜産物を取り扱う小売店舗にも認定の枠を広げ、地産地消の推進を図る。
③学校給食へ地場産農産物を供給している農業者グループに対し、農薬等の適正な使用や管理の方法につ
いて２回講習し、安全で安心な農産物の生産について周知できた。
　学校給食への地場産農産物を供給している団体の高齢化等により、体制の維持が難しくなっていること
から、地場産農産物の供給方法や加工品の利用を含めた食材供給率の向上を検討する。

４
（４）

４
（４）

【結果及び分析】
①２８年度末には、新規就農者１０人、認定農業者１２９経営体（個人:９５、法人：３４）、集落営農
組織３９経営体、計１７８となった。（２７年度１７３経営体）
②２８年度の農地中間管理機構による集積面積は１０５．９ha（２７年度１０９．５ｈａ）で、総集積面
積は２２４．９ｈａとなった。農地の集積化が進み集積率は６４．２％（２７年度６０．５％）となっ
た。
③２８年度の特別栽培米作付面積は５９３ｈａ（２７年度：５０１ｈａ）で、うちコウノトリ呼び戻す農
法米の作付面積は１２．５ｈａ（２７年度０ｈａ）であった。また冬期湛水２８９ｈａ（２７年度２０９
ｈａ）、中干し延期４４４ｈａ（２７年度２４７ｈａ）と生物多様性保全の取組みも増加した。また県外
の市産米の実需者を市内の圃場へ招き、農業体験などの交流会を年２回開催した。
　３０年産米から国主導の生産調整が終了することから、生きものに優しい農業として県やＪＡと連携
し、付加価値の高い米づくりを推進していく。また県外の消費者を市内の米の生産圃場に招き、農家との
交流業体験を通じた安全安心の米づくりを知ってもらうことで販路拡大を図っていく。

（2）
多様な農業の実現

（3）
農を基盤とした自然環
境と地域社会の実現

３
（３）

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第１章　元気な産業づくり
第４節　地域資源を生かした農業の振興

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①「まるごと食の感謝祭」を開催し、市内の農畜産物を使用した食の体験イベントを開催。地産地消や食
育を広く市民にＰＲを行う。
②「地産地消推進の店」を認定し、地場産のお米等をメニューに扱う店舗を市民にＰＲすることで、地産
地消の推進を図る。
③安全で安心な地場産農産物の生産を図るため、学校給食の食材を扱う農業者グループへ研修会を実施す
る。

施
策
評
価

【目標・取組み概要】
①新規就農者や認定農業者等の担い手の育成・確保を図る。
②生産コストの軽減を図るため、農地中間管理事業の活用による農地の集積・集約化を図る。
③「コウノトリ呼び戻す農法米」に代表される特別栽培米の作付け拡大を目指し、環境調和型農業を推進
する。

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【結果及び分析】
①３８集落で中山間地域等直接支払制度による農地の多面的機能の確保や地域の活性化が図られた。
②新たに農家民泊を２件（２７年度０）登録した。（坂口地区、今立地区）
③多面的機能支払交付金事業は、４町内が組織化され８７組織に増加し、農業振興区域の９４％をカバー
した。
④鳥獣害対策については出前講座等で、維持管理の指導を行った。組織支援については、４１集落が鳥獣
害対策組織を設置した。被害面積が１３．６ｈａ増加し、４２．１ｈａとなった。
　防除対策の組織支援については、取組集落が全体の約３０％と低いため、引き続き未組織集落に対し説
明を行い、組織化を促す。また、シカによる被害に対して、２９年２月に、丹南地域２市３町による対策
協議会を組織し、２９～３１年度で広域的に捕獲を実施する。

【目標・取組み概要】
①中山間地域等直接支払制度を活用し、取組み区域の拡大と集約を図る。
②農家民宿数を増やし、越前市で農業体験等を通して魅力を発信できるよう受入体制を整備する。
③農地や農業施設の保全を行う多面的機能支払交付金事業については、未組織の集落に対し組織化を働き
かけていく。
④鳥獣害対策については、地区ごとにモデル集落を設定し、きめ細やかな指導を行い、防護柵の管理を徹
底する。また、地域ぐるみでの防除対策の実施が重要なことから、集落への組織支援を推進する。

【主な事業の実績等】
・グリーンツーリズムに関する情報の発信
    ホームページによる発信、委託事業による交流促進（委託先：ロハス越前）
・水稲振興対策事業（市産米交流事業）による情報の発信
　　県外の市産米の実需者を市内の圃場へ招き、農業体験などの交流会を年２回開催した。

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

11 11 11 15 20 26 － －

508 789 523 525 514 514 － －

73.7 74.0 78.0 80.1 92.0 94.0 － －

253 330 321 292 297 306 － －

182 184 184 184 184 180 － －

37.0 37.4 57.1 57.5 60.5 64.2 － －

99 105 106 102 102 104 － －

16.1 20.6 38.2 38.6 28.5 42.1 － －

1.10 2.90 1.54 2.02 3.42 1.10 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

57.5
（H26)

69 － － － 57.5 60.5 64.2 － －

438
（H26）

670 － － － 438 501 593 － －

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

達成状況　（年度末見込み）
指標名

農地・水管理支払交付
金事業

成
果
指
標

特別栽培米の作付面積

新規就農者支援事業
新規就農対象者との相談・
指導回数／年

水田農業支援事業
大麦・大豆・そばの作付面
積（周年作含まない）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名

農振農用地における協定率
協定面積（農振農用地）÷
農振農用地面積×１００

環境調和型農業推進事
業

環境調和型農業に取組農業
者の数

中山間地域直接支払事
業

集落協定による保全農地面
積

農用地利用集積事業
担い手（認定農業者及び集
落組織）の農地集積面積の
割合

地域ぐるみ体験交流支
援事業

農業体験受入れ農家数（農
家民宿を含む）

農作物鳥獣害防止対策
推進事業

獣害被害面積
（県農業共済組合共済引受
面積より）

市営土地改良事業
受益農用地面積割合（受益
農用地面積／全農用地面
積）×100（％）

51.8 － －
小学校給食における地
場産（県内）食材使用
率（％）

30.1
（H17）

47.0 33.9 44.1 39.3

179 154 157 158

43.7 48.5

担い手農家への農地集
積率

161 173 178 － －
担い手経営体（認定農
業者・集落営農等）数
（経営体）

120
（H18）
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３
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

－ － 35 35 35 30 － －

30 52 43 58 59 39 － －

19.7 19.8 19.9 21.1 21.3 21.3 － －

23,199 21,068 22,128 23,395 25,072 24,570 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

7,300
（H18.4）

120,000 72,700 77,700 82,700 84,700 86,700 88,750 － －

58
（H26）

60 - - - 58.7 59.0 38.5 － －

間伐立木材積（累積）
（ ）

森林の年間整備面積
（ha）

147.6 147.7 147.8 147.9 － －

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

林道の総延長距離
（ｋｍ）

143.4
（H18.4）

148.4 147.0 147.3

森林施業面積（ha）

林道管理事業
地域住民による林道管理
延長（Ｋｍ）

林業施設管理事業
金華山グリーンランド
八ツ杉森林学習センターの
利用者数（人）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

森林整備地域活動
支援事業

施業集約化面積（ha）

民有林造林支援事業

３
（３）

【結果及び分析】
①住民（７団体）との協働による基幹林道管理が継続的に行われた。（Ｌ＝２１．３ｋｍ）
②民有林造林・間伐等の整備を森林組合が３７ha、里山保全団体が２ｈａの計３９ｈａで実施したが、県
の森林施業が越前市内で実施されなかったことから、目標の６割程度の施業結果となった。

（2）
森林資源の活用

【目標・取組みの概要】
①金華山グリーンランドは、施設利用者にダイレクトメールを送付し、利用の促進を図る。
②八ツ杉森林学習センターでは、森林・林業の研修会等を実施することで後継者の育成や活性化を図る。
③市木材利用基本方針、市木材利用拡大行動計画に基づき、公共建築物等において、木造化・木質化を推
進する。

４
（３）

【結果及び分析】
①金華山グリーンランドは、コテージ利用者が増加し約７０万円の収入増となった。施設利用者は５，０
０２人であった。
②八ツ杉森林学習センターは、２８年８月１１日に「林業シンポジウム」を開催し、鳥取県智頭町長の講
演会や２団体の事例紹介、福井工業高等専門学校の研究発表を行い、林業後継者の育成や活性化を図っ
た。施設利用者は、１９，５６８人であった。
　今後も、林業学習会を開催して林業後継者の育成を図るとともに、森林・林業学習の場としての機能強
化を図るためのプログラムを充実していく。
③公共建築物等の木材利用件数は６件あった。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第１章　元気な産業づくり
第５節　みどり輝く森林づくり

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

施
策
評
価

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

（1）
健全な森林の整備

【目標・取組みの概要】
①住民（７団体）との協働による、基幹林道管理を継続的に実施する。
②水源涵養機能等の森林が持つ多面的機能を維持するため、民有林造林支援事業により間伐等の支援を行
う。
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

90.7 92.3 90.0 94.2 93.9 92.0 － －

155 151 120 126 100 150 － －

209 216 220 119 100 100 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅰ 数値目標 113 91 － －

基本目標Ⅱ 数値目標 -43 -33 － －

基本目標Ⅱ ＫＰＩ 3 25 － －

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 98 105 － －

ＩＪＵターン者数（日本人
の転入者数、H26基準値
1,705人、単年）

94

61,174 62,41468,977 60,380 63,11765,000
60,919
（H17）

延75人/5年間 －

すくすくすまいる事業所登
録件数（件）

120件（平成31年度末
時点）

－

98 105

H31

－ －

生産年齢人口における社会
増減（現状見通し比、単
年）

+350人（5年間合計） －

－ －67,456

内容

総合戦略

すくすくすまいる事業
所登録数（件）

0
（H18）

115 71 81 87

労働者融資事業 融資件数（生活安定資金）

100.0 100.0

指標名

100.0100.0

４
（４）

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

シルバー人材センター
支援事業

就業率

達成状況　（年度末見込み）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

総合戦略における具体
的施策の実施状況

事業名

【結果及び分析】
①武生工業高校と武生商業高校を対象に市内企業の職場見学会を開催し、１９２人が参加し、企業及び高
校からも評価が高かった。
②定着化セミナーについては、中小企業が人員確保に苦慮する中、離職防止に取り組んでおり、３１人が
受講した。引き続き、積極的な周知活動に取り組み、受講生の増加を図る。
③ＵＩＪターン就職奨励金については、１５件交付・対象者２２人。
④ウェブサイト「越前ＷＯＲＫ魂」については、９社の企業及び人材情報を発信した。市内企業で働く人
にスポットを当てた情報発信により、働く姿を通して企業の魅力や地元で働くことの魅力をＰＲした。
（月平均アクセス数９８６）
⑤シルバー人材センターにおいて、新たに空家・空地管理代行サービス事業に取り組み、３３件を受注す
るなど、就業機会の確保に取り組む。
⑥勤労青少年ホームにおいて、若者の就労への自立支援を目的に若者サポートステーション（通称サポス
テ）出張相談会を開催し、相談件数８件。婚活イベントを３回開催し、延べ８４人が参加。

100
（H21）

目標値

（H31）

100.0

（1）
いきいきと働きやすい
環境の充実

【主な事業の実績等】
・高校生の職場見学会１９２人参加、受入れ企業１６企業
・新入社員定着化セミナー３１人受講
・ＵＩＪターン就職奨励金　１５件交付（対象者２２人）
・勤労青少年ホームの新規若年利用者数は１５０人、サポステ出張相談会を開催・相談件数８件、婚活イベント
３回開催。延べ８４人参加。
・２８年１０月２日(大阪)１０日(東京)にて、県及び県下市町によるふくい移住・就職フェアを開催。
・２９年１月８日に成人式び各地区の新成人のつどいにおいて、県内中小企業や就職支援機関、福井の暮らしや
すさを紹介するパンフレットを配布し、地元就職を促すとともに「はたちのジモト愛アンケート」を実施。（新
成人953人、回答者536人）。家族から「帰ってきてほしい」と言われ続けた新成人の６割が「帰ってきたい」と
いうアンケート結果となった。
・２９年３月１２日に県及び県下市町によるＵＩターン者交流会をアオッサで開催（定員５０人）。
・本市に移住した人に対して、本市の旬な魅力情報をメールで配信するサービス「ＩＪＵえちぜん」を開設、２
９年１月２１日には、ふるさと越前市を体感する趣旨でオフ会を開催（参加会員15名）。

達成状況　（年度末見込み）

基本目標
柱

達成状況（年度末見込み）

勤労青少年ホーム管理
運営事業

勤労青少年ホーム新規若年
者の利用者数

指標名

実践プログラム【数値目標】

－

－

ＵＩＪターン就職奨励金利
用者数（延べ人数）

成
果
指
標

市内高校新卒者の就職
内定率（武生工業高
校・武生商業高校等）
（％）

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

+100人（5年間合計）

－100.0100.0

勤労者福利厚生施設年
間利用者数（人）

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第１章　元気な産業づくり
第６節　いきいきと働きやすい環境の充実

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①職業系高校（商業・工業高校）の生徒を対象に中小企業の職場見学会を開催
②中小企業の新入社員を対象に職場定着化セミナーを開催
③ＵＩＪターン就職奨励金の交付
④ウェブサイト「越前ＷＯＲＫ魂」を立ち上げ、全国に向け企業で働く人材を情報発信
⑤シルバー人材センターにおいて、新規会員の加入促進・就業機会の確保に取り組む。
⑥勤労青少年ホームによる若者の就労支援事業及び婚活イベントの実施

施
策
評
価
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４
（４）

達成度

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

４
（４）

３
（４）

【結果及び分析】
①教育・保育の量の見込み、及び放課後児童クラブと放課後子ども教室の一体的な支援について計画の見
直しを行った。また、子ども子育て会議を３回開催した。
②ケース会議１５０回、事業所連絡会４回、出前講座等１８回実施する中で、子ども条例の趣旨の理解を
図った。ケース会議等の参加者が子ども条例の趣旨「子どもの自立」について共通理解をすることで、参
加者にとって子どもへの支援の方向性がわかりやすくなった。

【結果及び分析】
①職員が直接事業所を訪問し登録を呼びかけ、登録事業所が１０５事業所に増えた。また、登録事業所に
対し、アンケートの実施、子育て支援情報のメール配信を行った。理解の拡大が図られ登録事業所数が増
加した。
②保護者のニーズに応じた子育て支援事業を実施することができた。
　延長保育、休日保育及び一時預かり等、保護者の多様なニーズに応じた子育て支援事業を実施した。ま
た、保育士の質の向上を図るため、幼児教育アドバイザー、園内リーダー及び保育園巡回支援員を配置
し、研修を実施することにより、質の向上に努めた。
　公私立保育園・認定こども園・幼稚園を対象とした資質向上研修の実施や、巡回指導により、教育・保
育に関わる職員の資質向上を図ることができた。

【目標・取組み概要】
①仕事と子育ての両立支援については、事業所へ働きかけ、すくすくすまいる事業所登録を推進する。
②多様化する子育てニーズへの対応については、保護者のニーズに応じ、家庭の実情に応じた子育て支援
を実施する。また、教育と保育の質の向上を図る。

（2）
仕事と生活の調和を実
現する社会づくり

【結果及び分析】
①本市は、放課後児童クラブの受入れについて、小学６年生まで拡大していることから、飽和状態のクラ
ブも出てきているため、子ども子育て会議において、子どもたちの放課後の居場所について検討した。
　放課後児童クラブ児童指導員の研修については１８人が受講した。
　学童保育の需要は年々増加しており、今後、地域における子ども達の居場所の確保を検討する必要があ
る。また、放課後児童支援員認定資格研修への参加者が増え、指導員の質の向上を図ることができた。

４
（３）

【目標・取組み概要】
①放課後児童クラブの実施により、子どもの安心安全な居場所を確保する。また、放課後児童クラブの児
童指導員の資質向上を図るため、放課後児童支援員認定資格研修への参加を促す。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第１節　子どもの笑顔が輝く環境づくり

【目標・取組み概要】
①子ども・子育て支援については、２６年度に策定した市子ども・子育て支援事業計画に基づき充実を図
る。また、子ども子育て会議を開催し意見を聴収する。
②事業所連絡会、関係機関とのケース会議、出前講座等において、市子ども条例の趣旨について伝え参加
者の理解を深める。

目標・取組み概要及び結果・分析施策名

（1）
子どもの人権が保障さ
れる社会づくり

（3）
子どもの健やかな成長
を育む教育・生活環境
づくり
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４
（４）

【目標・取組み概要】
①子ども・子育て総合相談室を拠点に、関係機関と連携し、支援の必要な子どもと家庭に対しワンストッ
プ支援を実施する。
②子どもへの支援は、関係機関による援助方針や役割分担の共通理解が重要であり、ケース会議を開催す
る。
③子どもの自立のための情報共有システム「子ども条例発達自立支援システム」を構築する。
【結果及び分析】
①支援の必要な子どもの支援の一つとして新たに、特別支援学級に通う子ども達の学習支援の場の整備、
及び就学前の外国籍児童を対象としたプレスクール（日本語教室）を３回開催した。
　現在実施の個別学習支援では、対象児童数に限界があり十分ではないため、さらに、２９年度よりひと
り親家庭等への学習支援事業を新設する。
②複雑多様化する問題に対し、子ども・子育て総合相談室が調整機関となり、関係機関と連携し、支援を
要する子どもに適切な支援を実施した。（新規受付相談件数３００件、ケース会議１５０回）
　ケース会議を実施したことで、関係機関の連携が強化され、子どもの支援がスムーズにできた。
③母子保健と協議を重ね、妊娠期からの切れ目ない支援ができるようシステムを構築した。
　構築した「子ども条例発達自立支援システム」の活用を図る。

【結果及び分析】
①地域子育て支援センター一陽において、夢をはぐくむはじめのいっぽ事業の補完事業を実施し、セミ
ナー等に来られなかった子どもと家庭を把握した。補完事業の実施で、支援を必要とする家庭の発見にも
繋がり適切な支援に繋ぐことができる。
②特定不妊治療の自己負担を、治療費の３割として保険診療並みの自己負担とした。また男性不妊治療の
助成も新しく創設し、これまで１０万円上限であった人が２５万円の補助を受けることが出来るなど、特
定不妊治療の支援が強化された。妊娠出産包括支援として、特定・ハイリスク妊婦等の相談支援を強化
し、妊娠期から親子への継続した相談関係を築き、専門機関との連携を図った。
③誕生記念カードは、本市ゆかりの絵本画家いわさきちひろ氏の絵と市ふるさと大使の歌人俵万智氏の
メッセージを使用し、越前和紙で作成した。カードの贈呈は出生届の際に窓口で贈ることとし、いわさき
ちひろの誕生日である１２月１５日から開始した。誕生記念カードは、生まれたばかりの写真や胎児の時
のエコー写真などを貼ることもでき、出生時の親の愛情を子どもに伝え、子どもにとって生涯の宝物とな
り、子どもの成長・自立に必要な自己肯定感を育むことが期待できる。
・妊娠期から出産、育児の切れ目ない支援のために、スマートフォン等を利用して健康を含めた子育て関
連情報を分かりやすく提供することを検討しており、２９年度に仕組みを構築する。

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】
・仕事と子育てが両立できる職場環境の取組みの推進　→すくすくすまいる事業所の登録の推進
・保護者の多様な働き方や家庭の実情に応じた子育て支援の充実
　　→延長保育、休日保育、一時預かりの実施
・障がいのある子どもや気がかりな子ども、外国籍の子どもに対し保育士を加配し対応
・地域組織児童健全育成事業として、１７全地区において地域での子育て支援事業を実施
・学童保育２７箇所（２９クラブ）実施　→登録者数７２３人
・ひとり親家庭への小中学校入学支度金の支給　→小学校入学２８人、中学校入学５９人、中学校卒業７２人
・学習支援の実施　→委託先２箇所（個別支援、ひろば）
・婚活事業として、結婚相談事業・出会いの場創出事業の実施
　  →結婚相談事業：個別相談（武生地区月４回・今立地区月３回）、本人同士の交流事業１回実施、
　　　　　　　　　　親同士の交流事業２回実施
　　　出会いの場創出事業：２回実施
・地域子育て支援センター利用者数の増加
・市内の全ての中学校で命のぬくもり体験学習として赤ちゃんだっこ体験を抱っこ隊の協力を得て実施
　　→参加生徒７６３人、赤ちゃん２６８人、協力者１７２人
・特定不妊治療費を助成　→延べ６７件、５，５７４，１２７円（２９年３月３１日現在）
・市オリジナル誕生記念カード「わたしたちの赤ちゃんへ、ちひろのおくりもの」を新生児に贈呈する取組み
を開始（２８年１２月１５日～）

（4）
支援を必要とする子ど
もとその家族への自立
援助体制づくり

（5）
親子と心と体の健やか
な成長を支援する体制
づくり

【目標・取組み概要】
①夢をはぐくむはじめのいっぽ事業において、５か月児セミナーや図書館に来られなかった家庭を訪問
し、子どもと家庭の状況を把握する。
②高額な治療費のために不妊治療を断念することが無いように特定不妊治療助成を見直し実施する。また
子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠から出産、子育て期まで切れ目のない支援を強化する。
③赤ちゃんの健やかな成長と、成長過程に重要な自己肯定感を育むために、市オリジナル誕生記念カード
「わたしたちの赤ちゃんへ、ちひろのおくりもの」を新生児に贈る取組みを新たに始める。

施
策
評
価

４
（４）
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

1 1 1 1 3 0 － －

29 30 30 30 30 30 － －

3 3 3 3 4 4 － －

27 26 27 27 28 29 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅳ 数値目標 0 0 － －

基本目標Ⅳ ＫＰＩ 156% 151% － －

基本目標Ⅲ ＫＰＩ 100% 100% － －

基本目標Ⅳ ＫＰＩ 100% 100% － －

放課後児童クラブ事業

子育て支援体制推進事
業

子育て一時支援事業

学童クラブ数

地域子育て支援センター数

事業名 指標名

71 94

民間保育園整備数
保育園施設整備事業
（民間保育園）

すくすくすまいる事業
所登録数（再掲）
（件）

－

87

実践プログラム【数値目標】

指標名

17

－

目標値

94,521

11
（H18.4）

11

完了

81

成
果
指
標

13

90,360

達成状況　（年度末見込み）

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

7

児童館利用者数（人）

0
（H18）

児童館等の整備数（箇
所）

活
動
指
標
等

5

一時保育実施施設数

98

－3

妊娠及び乳幼児の状況把握
率

総合戦略

－

－

－

100%（毎年度） －

17

130%増
(Ｈ26年度比）

0
（H18）

87,102
（H18)

2

15

幼保一体化施設整備地
区数（地区）

115

13

－

－121,818 －

－

129,000 89,956 105,527

（H31）

11

105

120,547

－

実践プログラム【主な事業計画】

4

達成状況　（年度末見込み）

中学校での命のぬくもり
（赤ちゃんだっこ）体験学
習の実施率

100%（毎年度） －

基本目標
柱

内容
達成状況（年度末見込み）

H31

保育園等の待機児童

地域子育て支援センター利
用者数

0人（継続）
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

76 80 165 155 304 380 － －

1 1 1 1 0 1 － －

98.6 97.4 98.1 99.3 95.5 94.5 － －

4,643 5,050 5,257 5,537 5,972 6,049 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

４
（４）

４
（４）

【結果及び分析】
①市に２人、１５地区に１８人の地域支え合い推進員を配置し、地域に出向き、説明会や研修会を実施し
た結果、支え合い・助け合いについての地域の理解が深まった。
②高齢者の生活支援やつどいの担い手を育成するため介護予防サポーター養成講座を１２会場で実施し、
２３０人の受講があった。
 生活支援体制の整備については、２地区で体制が整備された。
 今後も地域に出向き、話し合いや研修会を開催し、助け合い・支え合いによる介護予防を進めるとともに
住民主体の日常生活支援体制を整備していく。
③市内全町内でのつどいの開催を目指し、今後、つどいのない町内に対して、地域支え合い推進員や区長
と連携を図りながら、立ち上げの支援をしていく。
　区長及びつどいの代表者説明会、研修会、計画会を実施し、つどいの開催に向けた支援を行った。さら
に、年間１２回以上開催の「つどい」に対し、交付金の助成をしたことで、実施回数、箇所数共に増加し
た。（１１箇所増の１９０箇所）
④いきいきシニアクラブ会員増の取組みに対する助成を新設して会員拡大の支援を図ったところ、新規会
員数が増加した。いきいきシニアクラブの活動自体が介護予防につながることから、今後も活動拡大の支
援を図る。

【結果及び分析】
①２地区において徘徊模擬訓練を実施し、市内に１箇所であった認知症カフェは６箇所に増加し、認知症
に対する地域理解が深まり、認知症施策が進んだ。地域ぐるみでの認知症予防や見守り体制については着
実に前進しており、今後さらに取組みを進める。
②地域の高齢者を包括的に支援していくため、多職種連携会議を２回、地域ケア推進会議を３回、地域ケ
ア個別会議を５回、住民への在宅ケア普及啓発活動を５回、地域医療連絡会を１回開催し、在宅医療と介
護の連携及び地域包括ケア体制の推進が図られた。多職種による個別事例の検討から必要な資源を考え、
地域包括ケアシステム構築を図っていく。
③地域密着型介護施設の小規模多機能型居宅介護施設を１箇所整備し、支援が必要になっても在宅で暮ら
せる環境を整備することができた。計画的整備に努めている地域密着型介護施設については、グループ
ホーム１箇所、定期巡回・随時対応型訪問介護１箇所を２８年度に選考し、２９年度に整備予定。

【目標・取組み概要】
高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らしていけるように、地域包括ケアシステムの構築を図る。
①認知症施策として地域における徘徊模擬訓練の実施や認知症カフェの開設を推進していく。
②在宅医療と介護の連携を図る。
③在宅生活を支える地域密着型施設の計画的な整備を図る。

施
策
評
価

いきいきふれあいのつどい
登録者数

介護保険事業計画の年度別
給付見込額に対する給付実
績額の割合

施設整備数

いきいきシニアクラブ新規
加入者数

介護予防事業

介護保険計画事業

地域密着型介護施設整
備事業

（2）
高齢者福祉の充実

16.5 17.7 17.9 17.8 17.7 17.5 －

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第２節　安心して暮らせる長寿社会の実現

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
住民主体の新しい介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な開始（２９年４月）に向け、支援体制の構築
を図るとともに、いきいきシニアクラブの活動拡大・会員拡大を図り、高齢者の生きがいづくりや介護予
防につなげる。
①住民主体の介護予防・日常生活支援が広がるよう１７地区に地域支え合い推進員を配置するなど、支え
合い・助け合いの地域づくりを進める。
②高齢者の生活支援の体制整備を目指す。
③つどい開催を１８５箇所で目指す。
④いきいきシニアクラブの会員拡大を図る。

（1）
健康と生きがいづくり

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

政策　達成度

老人クラブ活動支援事
業

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

要介護等認定者出現率
（％）

16.5
（H18.4）

－

要介護高齢者の在宅生
活率（％）

76.57
(H18.10)

80.00 79.40 78.76 79.41 79.48 77.80 － －

いきいきふれあいつど
い箇所数（箇所）

139
(H18.4)

185 167 172 175 178 － －

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

179

－6,177 6,493 6,436 6,743 －
いきいきシニアクラブ
活動参加者数（人）

4,181
(H21.4)

7,500 5,568

190

7,387

78.40

17.4
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３
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

3 3 2 1 1 1 － －

相談利用者数 2,927 3,220 3,359 3,865 1,833 1,904 － －

※Ｈ27年度より全てのサービス利用者に対し相談支援専門員が付いた。それにより、委託相談は複雑なケースの対応を担っている。

135 140 141 141 138 147 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

社会参加促進事業
障害者スポーツ大会参加者
数

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

身体障害者住宅改造費
支援事業

改造件数

相談支援事業

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

【結果及び分析】
①各障がい者団体や関係機関で構成する障害者差別解消支援地域協議会を１月に設置し、関係機関と情報
の共有や今後の取組み等について協議した。また、市職員を対象とした研修会の開催や職員対応要領及び
ガイドラインを作成したほか、ホームページや広報紙、市政出前講座等において障害者差別解消法の市民
への周知を図った。
　窓口にタブレット端末を配置し（１月～）、インターネット電話による手話通訳、外国語翻訳、表示や
音声などを使った窓口対応ができる環境を整えた。
　市職員対応要領に加え、分かりやすいガイドラインを作成した。ガイドライン等を活用し、職員の窓口
対応が適切に行われるよう努めるほか、障害者差別解消支援地域協議会を開催して障害を理由とする差別
に関する相談や情報の共有、協議を行うことや、市政出前講座や広報紙等による市民への周知など、今後
引き続き取り組む。
　窓口でのタブレット端末の利用については、その活用方法についてさらに工夫しながら、利便性の向上
を図る。
②レクリエーションとしてのニュースポーツのつどいを市身体障害者連合会に委託し、障がいのある人の
スポーツの機会を創出し社会参加を促した。また、福井しあわせ元気大会に向け、障がいのある人がス
ポーツに気軽に参加でき、スポーツ活動が継続してできるよう障がい者スポーツクラブを支援した。
　手話養成講座を開催し、３０年開催の福井しあわせ元気大会に向けてボランティア育成を図った。
③相談支援事業所等関係機関と連携を密にしながら、個々に応じた各種福祉制度や障害福祉サービスの適
切な支給決定に努めた。
　障がいがある人が社会生活を送るうえで必要なサービス等を適切に支給することにより、地域生活への
自立に向けた支援を図ることができた。
　重度の障がい者を対象としたタクシー券の助成の見直しについては、障がい者の移動支援の拡充を図る
こととし、２９年度から実施する。

【目標・取組み概要】
①２８年４月の障害者差別解消法施行に伴い、障がい者の差別解消を図るため、障害者差別解消支援地域
協議会の設置、障害者差別解消法の市民への周知、市職員の窓口対応の対策を図る。
障がいのある人のサービス等の拡充や、支援体制を整える。
②３０年開催の福井しあわせ元気大会に向け、障がい者スポーツの振興やボランティアの育成を図る。
③障がい者計画及び第４期障がい福祉計画の目標に基づき、引き続き制度や障害福祉サービスの周知を図
り、相談支援事業所や関係機関と連携するなど、適正な支援及び支給に努める。

施
策
評
価

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第３節　障がい者が安心して暮らせるまちづくり

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

（1）
障がい者が安心して暮
らせるまちづくり

３
（３）

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

51 60

400 423320

指標名
達成状況　（年度末見込み）

－

福祉施設から一般就労
への移行者数（延べ
数）（人）

0
（H18）

就労継続支援（Ａ型・
Ｂ型)事業の利用者数
（人）

－268
84

（H20）

－81 16 32 －

282

43

400 193

38
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３
（３）

達成度

【結果及び分析】
①収納率向上対策については、２７年度と同様、市民福祉部内に通年で国保税徴収班を設置、１２班体制で毎
月臨戸徴収を実施し収納率の向上に努めた。３月末で前年度比較３．４９％増の収納率となっている。滞納世
帯についても減少した。
②医療費抑制対策については、ジェネリック医薬品差額通知を年３回発送しているほか、保険証一斉更新時に
ジェネリック医薬品希望シール付パンフを同封し利用促進を図った。結果、２８年１２月末で前年度比８．
６％増の７０．１％の使用率となり、国が目標とする６０％を大きく上回っている。
　また、病気の早期発見、早期治療が大切なことから健診や人間ドックの受診を推進するため、窓口での国保
新規加入者に対する受診推進チラシの配布、課内職員が健診推進ポロシャツを着用しての受診勧奨を実施し
た。結果、今年度の医療費の伸び率は全体で前年度比０．５％減に抑制された。
・保険税率改定により税収は増加したが、被保険者の高齢化や医療の高度化により今後も医療費の増加が続く
と予想されることから、引き続き収納率向上対策、医療費抑制対策を推進し、国保財政の安定運営を図ってい
く。

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

（2）
身近な医療の確保

３
（３）

【結果及び分析】
①地域医療協議連絡会等を開催し、地域医療と保健・福祉の課題を共有し、連携の現状と課題について意見交
換を行った。
②今年度初めて経産婦へのアンケートを実施するとともに、小児科医等で構成する母子保健推進会議に、今年
度から産科医等の参加を得ることができ、母子保健の課題を共有し、情報連携シートの活用をスタートでき
た。
・地域医療と保健・福祉との連携は、高齢者医療・福祉に関心が偏りがちとなる。今後も、地域医療協議連絡
会などで多職種との協議を進めるとともに、母子保健推進の顔の見える連携体制づくりを図っていく。

【目標・取組み概要】
①国保財政の安定運営のため、税率改定後も不足が見込まれる国民健康保険税の収納率向上対策を強化する。
②被保険者の高齢化や医療の高度化に伴い増加し続ける医療費の抑制対策を推進する。

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】（再掲）
・市内の全ての中学校で命のぬくもり体験学習として赤ちゃんだっこ体験を抱っこ隊の協力を得て実施
　　→参加生徒７６３人、赤ちゃん２６８人、協力者１７２人

施
策
評
価

（3）
国民健康保険と高齢者
医療

【目標・取組み概要】
①多職種連携会議などを通じて、地域医療連携部門を持つ医療機関との連携を推進する。
②医療・介護のみならず、妊娠期からの医療と保健、福祉の連携を強化していくため、産科医、助産師、小児
科医等との連携を強化する。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第４節　健やかで元気に暮らせるまちづくり

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①市健康２１計画を推進し健康応援団を増やしていくとともに、データヘルス計画に基づき、市民の健康づく
りを推進する。
②がん検診の受診率向上のため、イベント会場での女性がん予防キャンペーンを実施する。

４
（４）

（1）
健康づくりの推進

【結果及び分析】
①健康応援の店は３０箇所（１３箇所増）、けんこうパスポート延べ発行者数は６，９５９人（９６９人
増）、また今年度初めて導入した携帯カードは３，４３７枚を発行した。正しく歩く人を増やすための地区
ウォーキング教室は９地区で開催でき延べ３９８人が参加した。また、子どもが自然に親しみ、歩くことが減
少していることから、初めて２保育園で歩育教室を開催した。仁愛大学との連携により市民アンケートを実施
し、健康21推進会議において事業評価を行った。
　市民アンケート結果からけんこうパスポートの利用は不十分であるが、行動指標を日常的に取り組んでいる
ことがわかった。健康応援の店も増えたことからさらに応援団を増やし、応援団と課題の共有を図っていく。
若い層への働きかけが必要であり、次年度事業や第３次計画策定へ反映する。
②ちびっこフェスティバル等イベント会場で女性がん予防キャンペーンを実施するとともに、休日がん検診を
実施した。職員も健診啓発のポロシャツを着用し気運を盛り上げた。
　イベント会場でのがん検診受診数は少なかったが、来場者層に応じたキャンペーンを実施することにより、
日頃は関心が薄い若い層への意識付けを図れた。

３
（３）
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

9.3 13.4 12.6 12.3
11.3

（参考値）
13.8

（参考値）
－ －

93.5 95.5 95.0 93.5 95.1 95.8 － －

35.0 38.6 38.0 45.5 47.5 47.3 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅳ 数値目標 1.54 1.54 － －

基本目標Ⅲ ＫＰＩ 100 100 － －

６歳児むし歯のない子の割
合

歯の健康づくり事業
【幼児期】

母子健康診査事業
【乳児期】

９～１０カ月児健診受診率
（受診者数/年間対象者
数）

高齢者うつ傾向割合（該当
者数／基本チェックリスト
調査数＊１００）

（注）
Ｈ27に調査対象年齢を変
更、Ｈ28にさらに変更をし
ており、参考値

－

7,500 1,000

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

乳児保健指導率（％） 90.6

37.3
（対象年齢変

更）

こころの健康づくり
【高齢者】

80.9%
(H23)

94.2

－

37.2

99.0 80.9

3,116

38.1

[H27実績]
男1位

(79.27歳)
女6位

(83.51歳)

新健康２１推進運動参
加数(けんこうパス
ポート所有数)（人）

 0
(H23)

1,850

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

総合戦略

健康寿命（県内９市の
健康寿命の順位）
（位）

男2位
(78.83歳)
女4位

（83.37歳）
(H23)

男女とも
１位

5,990 6,959

達成状況　（年度末見込み）

－ －

97.0

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名

36.1

がん検診受診率《市が
実施する５つのがん検
診の平均受診率（職域
健診を除く）》（％）

37.3
(H23)

40.0

71.7

[H22実績]
男2位

(78.83歳)
女4位

(83.37歳)

[H23実績]
男2位

(78.91歳)
女3位

(83.53歳)

[H24実績]
男2位

(78.78歳)
女2位

(83.48歳)

中学校での命のぬくもり
（赤ちゃんだっこ）体験学
習の実施率

合計特殊出生率

－

－

－ －

－

基本目標
柱

内容
達成状況（年度末見込み）

－

目標値

H31

37.4
(対象年齢変更：胃

がん50歳以上)

（H31）

100%（毎年度）

1.65人

37.0

[H25実績]
男3位

(78.89歳)
女6位

(83.40歳)

4,214

98.0

[H26実績]
男2位

(78.95歳)
女6位

(83.45歳)
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

14 25 40 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

16

(H27)

462

(H28.4)

ボランティア講座受講
者数

1,934,550 1,983,679

91,358

55

－ － 25

70 － － － －

－

90,857

－

30 4540

－

－

1,901,681

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

462

－

40

85,760
（H18）

462

－

－

－

福祉推進員数

生活困窮自立支援事業
での困窮者の就労者数
（人）

38
（H28）

市民バス利用者数（福
祉バス含む）（人）

－60 － －

－

福井鉄道福武線利用者
数（人）

1,639,504
（H21）

2,000,000 1,758,736 1,778,348

－

就労による生活保護か
らの自立世帯数（延べ
数）（世帯）

92,555

2,025,816

14
（H22）

80 22

500 － －

6053

－－

－

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

58

95,000 91,394 94,212 97,290

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況 （年度末見込み）

生活困窮者自立支援事
業

生活困窮者の就労者数（増
収者含む）（延べ数）

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第５節　助け合い、支え合う地域社会の形成

政策　達成度

施
策
評
価

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【結果及び分析】
①民生児童委員等と連携を図り、きめ細やかな支援を行った結果、相談件数は１２６件（見込み）で、
就労支援対象者２２人中新規就労者１５人、増収者１人、就労活動開始者１０人であった。本事業は、
生活保護に陥らないよう、セーフティネットの役割を果たしている。地域・関係機関とのさらなる連携
強化を図り支援を行っていく。
②就労準備支援事業については、一人ひとりが抱える背景は複雑で、就労につなげる前段階での支援に
かなりの期間を要するという現実があり、１年間という期間での就労は極めて難しい。前段階での複雑
な背景の支援について充実を図り、段階的な寄り添い支援につなぐ。
③被保護者については、ハローワークをはじめ関係機関と連携を図り、就労事業参加者４２人中就労・
増収者１８人、就労による廃止３人（見込み）となった。被保護者については、自立した生活が送れる
よう、さらなる支援を行っていく。

（1）
地域ぐるみ福祉の推進

４
（３）

（2）
生活困窮者へのセーフ
ティネット

４
（４）

【目標、取組み概要】
①助け合い、支え合うまちづくりを住民と共に考える機会として、町内単位で課題を話し合う福祉座談
会「ざぶとん座談会」を行う。
②福祉推進員については、委嘱を市と社会福祉協議会、自治振興会３者連名で行い、３者の役割分担を
明確にする。その詳細について３者で話し合う。
③社会福祉協議会が地域福祉の中心的役割を果たせるよう、支援する。
④社会福祉法人改革に伴い、社会福祉法人等による地域福祉活動推進の基盤となる「地域協議会」準備
会を設置する。
⑤地域見守り体制を強化する。

【結果及び分析】
①１月から３月にかけ、南と北日野の２地区でモデル的に行った。多くの会場で「良い機会となった」
との声があり、住民同士が地域の課題を話し合うことの大切さを再認識した。その中で、地域における
関係性の希薄化、孤立化、高齢者の交通手段の問題、担い手の高齢化などの課題を共有することができ
た。
 「ざぶとん座談会」は今後も継続し、２年間を目処に残りの地区においても順次開催する。
②福祉推進員の委嘱式は、市、各地区自治振興会、社会福祉協議会の３者連名で行い、その際、地域福
祉の担い手も一堂に会した地域福祉に関する研修会を合わせて行う。
②市、自治振興会、社会福祉協議会の役割分担を明確にした。
③市と社会福祉協議会が地域福祉の施策について事業実施協議会を定例化（月１回）できた。
④市と各社会福祉法人、地域住民などと公益事業等に関する話し合いを行い「地域協議会」の立ち上げ
の準備が整った。
 「地域協議会」が有効に機能するよう、市と社会福祉協議会、社会福祉法人、地域住民などと連携をと
り、地域で課題を発見し解決する仕組みづくりを目指す。
⑤全国展開のコンビニと地域見守り協定を行い、見守り体制の強化が図られた。協定締結事業所と見守
りネットワーク会議を開催し、小さな異変も気軽に連絡いただけるよう、実効性の高い見守り体制づく
りに努める。

【目標・取組み概要】
①自立相談支援事業については、地域住民や関係機関との連携を強化し早期に対応を行い、対象者に応
じた細やかな寄り添い支援を行う。
②就労準備支援事業については、一人ひとりの課題に応じた寄り添い支援を行い、就労につながる支援
を行う。
③被保護者については、就労支援員を中心に関係機関と連携し、自立した生活に向け支援を行う。
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４
（４）

達成度

（2）
義務教育の充実

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第６節　人間力を高める教育の充実

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

（1）
就学前教育の充実

４
（４）

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
政策　達成度

【目標・取組み概要】
①認定こども園の整備状況など地域の実情に応じた就学前教育の充実を図る。
②多子世帯への保育料軽減の拡充を図る。

施
策
評
価

（4）
青少年の健全育成

（3）
高等教育などの充実

４
（４）

【結果及び分析】
①奨学金の一部償還免除制度の実績は、２７年度４人、２８年度は６人であった。１２月に、丹南地区の
県立高校、福井高専及び福井市内の私立高校(計１２校)を訪問し制度の周知を図るとともに、その他の県
内の高校３５校に募集案内や掲示板チラシを郵送し、周知・ＰＲを図った。
②福井高専との共催による中学生ロボットコンテストを９月２５日に開催し、４６チーム１３３人（２７
年度比９チーム３１人の増加）が参加した。このうち、今大会から新設された小学生チームによるチャレ
ンジ部門には、１１チーム２８人が参加した。なお、夏休みには福井高専指導によるロボット関連講座を
２回開催し、モノづくりの意欲や技術を高めることにつながった。
③仁愛大学１年生には、越前市をフィールドとした地域学習の授業（基礎演習）として、たけふ菊人形や
蔵の辻周辺見学、市計画「健康２１」や「子ども条例」の講義・意見交換会等を行った。２年生には、
「ふくい総合学（越前市版）」において市長及び市職員が市の施策に関する講義を行い、学生に立地自治
体の理解を深めてもらうことができた（受講生約９０人）。駅前サテライトについては、２８年７月２３
日に本施設を活動拠点として仁愛大学による「サンフェス２０１６」等を実施、賑わいを創出した。

４
（４）

【結果及び分析】
①インターネット利用のルールを定めた｢我が家のインターネット１０カ条｣の順守確認を、年３回親子で
実施するとともに、保護者の意識高揚を図るため、ペアレンタルコントロール(親の管理)委員会の充実を
呼びかけた。青少年の発達段階に応じた保護者の管理(ペアレンタルコントロール)への支援の重要性につ
いて、市ＰＴＡ連合会、校長会など一定の理解が広まった。
　中学校全学年及び小学校５、６年生を対象に、薬物乱用防止教室を開催した。
　補導委員及び地域の見守り隊による見守り活動を実施した。

【結果及び分析】
①私立の認定こども園５園（浪花、東、わかたけ、神山、里山ほのか）が開園した。また、２９年度から
丈生幼稚園が「子ども子育て支援新制度」に移行するにあたり、制度の周知や手続き等について連携を
図った。今後も、私立幼稚園の子ども子育て支援新制度への移行や園児数の動向などを注視しながら、子
どもの「豊かな心」及び「生きる力」の基礎を育てる環境を整える。
②幼稚園の保育料は、２７年度から公私立ともに１８歳以下第２子を半額に、第３子以降を無料とし、多
子世帯の経済的負担を軽減している。

【目標・取組み概要】
①学校図書館の機能や環境を充実させ、児童の読書意欲や豊かな人間性を育むため、小学校を対象とした
学校図書館支援員を配置する。
②小学校の外国語活動について、外国青年招致事業(ＪＥＴプログラム)の活用によるＡＬＴを３人配置し
充実を図る。
③｢夢の教室｣や｢夢先生協働事業｣について、日本サッカー協会(ＪＦＡ)と２７年度に締結した３年間の協
定に基づき、引き続き事業を推進する。
④学校ＩＣＴ(情報通信技術)環境を効果的に活用し、情報教育と教育の情報化を推進する。

４
（４）

【結果及び分析】
①２８年度に学校図書館支援員を１人増員し５人体制とし、学校図書館の環境整備の支援、読み聞かせな
ど読書意欲を高めるための取組みを行い、小学校の読書活動が多様化し強化された。
②小学校専属のＡＬＴを１人増員し３人体制とし、小学３～６年生の英語に慣れ親しむ活動や外国語活動
の環境を整えた。
③ＪＦＡとの協定に基づき、引き続き夢ある子ども育成事業に取り組み、小学５年生が２８回、中学２年
生が２９回、合計５７回の夢の教室を開催し、豊かな心、夢や希望を持って生きる力の育成ができた。
④学校ＩＣＴを活用した授業が全小中学校で日常的に行われ、また、校務支援システムの使用で教職員の
事務負担が軽減したことで、児童生徒と関わる時間や教員間の連携のための時間が増え、教育の質の向上
に寄与した。また、特別支援学級に３０台、通級による指導の担当教諭に５台の合計３５台のタブレット
端末を配備し、児童生徒の障がいの状態や特性に応じたＩＣＴ教育を充実させた。

【目標・取組み概要】
①若い世代の定住化を促進し地域の活性化を図るため、２７年度からスタートさせた市奨学金一部償還免
除制度について、積極的なＰＲに努め、利用を推進する。
②福井工業高等専門学校と連携した中学生ロボットコンテストに取り組み、モノづくりに対する創造や意
欲の育成を図る。また、２８年度から小学生の部を設け、底辺の拡大を行う。
③仁愛大学の学生に立地自治体への理解を深めてもらうことにより、地元の充実発展を担う一員であるこ
とへの意識づけや定住促進につなげる。また、ＪＲ武生駅前の空き店舗を借り上げ整備した「仁愛大学ア
ンテナショップ駅前サテライト」について、まちなかの活動拠点施設として、学生のみならず、地域活動
の場として活用を促す。

【目標・取組み概要】
①青少年を取り巻く有害環境対策として、｢子どもを有害情報から守る｣「薬物乱用防止教育等の充実を図
る｣「子どもを犯罪被害から守る｣という３項目を重点目標に設定し、取組みを推進する。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

3校8棟 4校9棟 5校11棟 5校12棟 5校12棟 完了 － －

2校2棟 2校2棟 4校4棟 4校4棟 4校4棟 完了 － －

7校14棟 11校20棟 11校20棟 14校23棟 16校32棟 完了 － －

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 － －

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 － －

13 13 14 14 14 14 － －

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅱ ＫＰＩ 100 100 － －

基本目標Ⅳ ＫＰＩ 100 100 － －

基本目標Ⅳ ＫＰＩ 100 100 － －

学校教育施設等耐震化
事業（学校耐震補強事
業）

学校教育施設等耐震化
事業（学校改築事業）

屋内運動場改築学校数及び
棟数

校舎改築学校数及び棟数
学校教育施設等耐震化
事業（学校改築事業）

総合戦略における具体
的施策の実施状況

小学校教育振興事業
教育用コンピュータ整備及
び維持

耐震補強学校数及び棟数

デジタル教科書活用率
（％）

100.0

英語教育推進事業
ＡＬＴによる英語活動回数
（１学級あたり平均値）

教育用コンピュータ・ＬＬ
教室整備及び維持

中学校教育振興事業

幼保一体化施設整備地
区数（再掲）（地区）

0
（H18）

11

児童・生徒の夢への関心度
（夢を持ちたいと強く思う
と答えた児童の割合が授業
後にアップした学級の割
合）

夢ある子ども育成事業

99.78

65.0

2

【主な事業の実績等】
・小中学校における「夢の教室」実施率１００％：小学５年生２８回、中学２年生２９回、合計５７回
・小中学校における「ふるさと教育」（越前市への愛をはぐくむ教育）実施率１００％
・ふくい総合学を通じ、市総合戦略についての講義を実施し本市の取組みについて理解を深めた。
・仁愛大学アンテナショップ駅前サテライトにおいて、市民との交流活動や会議等が開催された。（利用件数
７６件、利用者数　延べ約１，３７２人）

24

児童生徒朝食喫食率
（％）

96
（H17.10）

100.00

100.0
60

（H22）

－

11

24

小学校給食における地
場産（県内）食材使用
率（再掲）（％）

30.1
（H17）

24

39.3

99.74

3

100.0 100.0 100.0 －

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

福井型コミュニティ・
スクール数（校）

－

－

－

47.0 33.9 44.1

2424

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

100.0

48.5 －

99.28

－

7

43.7

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

小中学校における「夢の教
室」実施率

－

51.8

小中学校における「ふるさ
と教育」（越前市への愛を
育む教育）

24
４

（H18）
24

－

99.23 99.41 －

－

99.37

総合戦略

基本目標
柱

内容
達成状況（年度末見込み）

H31

小中学校での人口問題に関
する教育実施率

－

目標値

（H31）

100%（毎年度）

100%（毎年度）

100%（毎年度）

－

54
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４
（４）

達成度

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第７節　主体的に学びを生かす生涯学習社会の実現

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①子どもを真ん中において地域の大人が協力することで、地域のコミュニティづくりを推進するととも
に、地域への積極的な関わりを促す。
②公民館において青年学級を推進するとともに、青年の自主的な活動を支援する。
③生涯学習センターでの学習成果を地域貢献につなげる。
④地区公民館の建物の機能を維持していくため、計画的に屋上防水工事等を実施していく。
⑤中央図書館開館１０周年記念事業の実施や｢出かける図書館｣による団体貸出の利用拡大を図ることによ
り、｢読書のまち宣言｣の取組みを推進する。
⑥２８年度で計画期間が終了する市子ども読書活動推進計画を改定し、子どもの読書活動支援のための基
盤整備を図る。

施
策
評
価

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】
・放課後子ども教室を実施し、放課後の子どもたちの安全な居場所を確保するとともに、様々な体験活動を実
施し、児童の健全な育成を図った。

【結果及び分析】
①出かける家庭教育サロンを１９団体、３９件実施し、学習機会の提供、親同士の仲間づくりを支援し、
家庭教育の充実を図ることができた。今後は、さらに広く活用されるよう周知に努めていく。
②放課後子ども教室を１７地区で実施し、放課後の子どもたちの安全な居場所を確保しながら様々な体験
活動を実施することができた。合宿通学を１３地区で実施し３８８人参加、体験宿泊を４地区で実施し５
５人参加。

【目標・取組み概要】
①出かける家庭教育サロンとして、家庭教育推進員を派遣し学習機会を提供するとともに、親同士の仲間
づくりを進め、子育てを支援する。
②子ども達の放課後の安心・安全な居場所づくりと様々な体験活動の機会を提供するため、地域住民の参
画により、全地区において放課後子ども教室や合宿通学事業の推進を図る。

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

４
（４）

【結果及び分析】
①子ども会壁新聞コンクールに１５地区で３４８人参加、子ども会かるた大会に１２地区で１３１人参
加、成人式参加率８７.６％、同地区の集い１７地区で実施、合宿通学に１３地区で３８８人参加、体験
宿泊に４地区で５５人参加
②青年の自主的な活動を公民館が企画段階から支援し、４地区(南・吉野・神山・大虫)合同の青年による
「ハロウィンフェスティバル」や、今立地区の青年による「おかもとイルミフェスタ」を開催した。
③生涯学習センターの着付け教室の受講者に対し、市サマーフェスティバルのふるさと踊りへの参加を促
し、１４人が自分たちで浴衣を着て参加した。
④王子保公民館・北新庄公民館の屋根屋上防水工事を行った。
⑤開館１０周年記念事業や｢本の福袋｣など、各種事業の実施や団体貸出を推進することにより、図書館入
館者や貸出冊数の増加を図った。また、図書館職員研修への学校図書館支援員の参加や、図書館職員の学
校図書館訪問など、学校等と連携し子どもの読書活動の環境整備を進めた。
⑥市子ども読書活動推進計画は、２９～３３年度の計画を年度末に決定し、家庭・地域・学校が連携し、
子どもの読書活動を支援する体制を整備した。

４
（４）

（2）
家庭及び地域における
教育力の向上

（1）
生涯学習の充実
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

(49.2) (50.1) (48.9) (48.1) (47.2) 42.5 － －

7.60 7.61 8.81 7.80 7.50 6.02 － －

3.5 4.2 3.9 4.2 5.6 5.3 － －

3.3 4.1 4.4 4.5 5.1 5.3 － －

517,692 509,000 484,939 513,254 525,987 526,808 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

1,797（H17） 2,700（人） 1,398 1,930 － － － －

36（H24） 40（回） － 36 39 38 44 44

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅲ 数値目標
92％
327件

93％
330件

－ －

基本目標Ⅲ ＫＰＩ 2 7 － －

基本目標Ⅲ ＫＰＩ 0 3 － －

基本目標Ⅲ ＫＰＩ 100 100 － －

出かける家庭教育サロ
ン実施回数（回）

図書貸出冊数

出かける家庭教育サロ
ン参加者数（人）

(490,241)(487,004)

100%（毎年度）

親同士の結婚情報交換の場
の提供回数

成
果
指
標

市民一人当たりの図書
貸出し数（冊）

6.2

公民館利用者数（人）
※２７年度までは生涯学習セン
ターを含む（　）内表示

(473,716)

6.3

出会いの場の創出支援件数

(493,427) (482,579) －
378,102
（H17）

（500000）
420000

6.0

達成状況　（年度末見込み）

6.3

指標名

5.8 －－

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

実践プログラム【数値目標】

2.7
（H17）

放課後子ども教室推進
事業

講座参加者数／対象者数

公民館利用者人数/全市民
公民館施設管理事業
※２７年度までは生涯学習セン
ターを含む（　）内表示

生涯学習センター講座
開催事業

講座利用者率（講座参加者
数÷対象者数）

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

－－

－

子ども教室一人当たり参加
回数

活
動
指
標
等

目標値

（H31）

105％
（26年度354件比）

年5回以上

内容
達成状況（年度末見込み）

H31

婚姻数 －

総合戦略

基本目標
柱

6.1

－

図書館資料提供サービ
ス事業

実践プログラム【主な事業計画】

年6回以上 －

中学校での命のぬくもり
（赤ちゃんだっこ）体験学
習の実施率

－

424,957

6.4

地区公民館講座開催事
業
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

0.03 0.02 0.08 0.02 0.02 0.15 － －

18,448 19,018 8,427 20,642 16,399 15,672

65 92 57 69 54 53 － －

291,161 293,230 294,758 296,835 299,060 299,531 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第８節　誇れる歴史、芸術文化の創造

施策名

指標名
達成状況　（年度末見込み）

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

－

市史編さん事業

成
果
指
標

－

（2）
歴史的資源の継承と活
用

（1）
芸術・文化の振興

３
（３）

－

18 12 12

319,267

17

201,779 193,963
157,998
（H17）

220,000

登録有形文化財数
（件）

6
（H18）

15 17

事業名

【目標・取組み概要】
①市民の芸術文化活動を支援するとともに、市民の芸術鑑賞機会を拡充する。
②芸術文化関係団体と連携し、人材の確保と育成を図る。
③指定管理者による効率的な管理運営を行うことで、文化芸術施設の有効活用に努める。

【目標・取組み概要】
①市内の歴史や文化財の調査・研究を継続的に行い、文化財の指定或いは登録文化財に推薦する。
②重要文化財の和紙製作道具及び製品の適正な管理をするために、収蔵庫の建設準備に着手する。
③古文書等の調査・収集を継続的に行うとともに、越前市史資料編を発刊する。
④越前市に関連する歴史・文化を掘り起こし、その成果を特別展・企画展等で紹介する。

武生公会堂記念館展示
整備事業

市内の文化振興５施設
利用者数（人）

183,397 216,750

４
（４）

204,680

(上段）入館者数
(下段）入館者数/開催日数
＝１日 あたりの入館者数

市史編さん史料収集数
　　　　（累積概数）

15

－

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

【結果及び分析】
①市内の文化財の調査により、本年度は市指定３件の文化財が新たに指定された。
②重要有形文化財の和紙製作道具及び製品の収蔵庫建設のため、今立歴史民俗資料館収蔵資料の移転を
行った。
③越前市史資料編『本多富正関係文書』を発刊した。今後は、市史資料編『古代』（仮称）を発刊する。
④武生公会堂記念館において、様々なテーマにより、企画展、特別展、企画公募展、館蔵品展の展示を行
い、市民へ歴史・文化財に触れる機会を提供し、市内文化情報の発信拠点として引き続きまちなかの賑わ
いの創出に努めることができた。

【結果及び分析】
①武生中央公園再整備計画の中で、文化センターと公園が連携して市民が憩える場を提供するために、老
朽化した中ホールを解体した。
②文化センター利用者が増加するとともに、多種多様な自主文化事業を多く開催することで、利用者が２
４５，０５８人と増加した。
③いまだて芸術館の指定管理者について、効率的な管理運営及び自主文化事業の相乗効果を図るために、
文化センター・ふるさとギャラリー叔羅を管理している公益財団法人越前市文化振興・施設管理事業団を
選定した。

施
策
評
価

埋蔵文化財調査事業 試掘確認範囲（ha）

目標・取組み概要及び結果・分析
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３
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

4,339 4,301 4,407 4,311 3,988 3,855 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

スポーツ総合型地域ス
ポーツクラブ設立数
(団体)

4
（H18）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

参加人数（申込者）
菊花マラソン大会開催
事業

（1）
生涯スポーツのまちづ
くり

３
（３）

【結果及び分析】
①生涯スポーツ推進のため、通年で中央スポーツ教室（１０教室８６人）、地区スポーツ教室（５６教室
８００人）を開催し、推進を図っているが、スポーツ施設利用者数については、横ばいの推移となってい
る。また、福井ミラクルエレファンツやサウルコス福井を協賛し、地域プロスポーツの振興と市民の「観
るスポーツ」の推進を図った。
②武生東運動公園ソフトボール場改修、武生中央公園庭球場管理棟改築工事が完了し、新体育館について
は、２９年８月完成を目指し順調に進捗している。
③市スポーツ施設再配置計画に基づき、今立ふれあいプラザを廃止したほか、武生東運動公園陸上競技場
や今立体育センターのトイレ改修等を行った。また、各施設における修繕等についても適時に対応した。

政策　達成度

【目標・取組み概要】
①市スポーツ推進プランに基づき、する、観る、支えるの観点から生涯スポーツを推進する。
②３０年開催の福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会については、魅力ある国体となるよう本市
開催種目の施設整備を図る。
③市スポーツ施設再配置計画や武生中央公園再整備計画に基づいたスポーツ施設の整備を進めるととも
に、スポーツ施設の効果的で効率的な運営・維持管理を推進する。

施
策
評
価

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第２章　元気な人づくり
第９節　生涯スポーツのまちづくり

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

スポーツ施設の利用者
数（人）

611,000
（H18）

指標名
達成状況　（年度末見込み）

－670,000 632,000 605,789 581,231

9

－606,100 625,090598,146

9 9 － －7 8 8 8
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４
(３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

5 5 5 5 5 6 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第３章　快適で住みよいまちづくり
第１節　秩序ある土地利用の推進

施策名

地域街づくり計画策定
事業

施
策
評
価

（1）
秩序ある土地利用の推
進

【結果及び分析】
①市住みよい街づくり推進条例に基づき、開発行為等の申請者に対し、事前協議を２０件実施し、適正な
誘導を図るとともに、地域街づくり計画策定のための技術的な支援説明を６回行った。住民主体による土
地利用の推進を図る。
②昨年度からの議論を踏まえ、計７回の策定委員会を開催し、パブリック・コメントや市民説明会を開き
議論を深め、２８年度末に策定したことにより、都市計画法を中心とした従来の土地利用の計画に加え、
居住や都市機能のゆるやかな誘導を図り、コンパクトシティ形成に向けた取組みを推進する。

目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①市都市計画マスタープランの土地利用方針を達成するため、市住みよい街づくり推進条例に基づき、適
正な宅地開発の規制誘導を図るとともに、地域街づくり計画策定のための技術的な支援説明を行う。
②コンパクトなまちづくりの推進を目指し、市都市計画マスタープランの改定に加え、都市再生特別措置
法の一部改正に基づき、医療、福祉、商業施設などの誘導を図る都市機能誘導区域と、居住の誘導を図る
居住誘導区域を定める市立地適正化計画を２８年度末に策定した。

政策　達成度

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
・策定した市都市計画マスタープランと市立地適正化計画については、持続可能な
ネットワーク型コンパクトシティの形成を図るため、出前講座等の説明会を開催し、広
く市民・事業者等へ周知に努めた。

指標名
達成状況　（年度末見込み）

４
（３）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名

行政からの地域街づくりへ
の支援（技術的な支援説明
回数／年間）

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

地区計画の認定数・ま
ちづくり協定数（延べ
数）（件）

－
7件

（H18）
18 18 －21 18 18 18 18
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４
（３）

達成度

施
策
評
価

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第３章　快適で住みよいまちづくり
第２節　コンパクトで機能的な都市構造の形成

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①新庁舎の建設や武生中央公園の再整備など、半世紀に一度のまちづくりを、中心市街地活性化の絶好の
契機と捉え、これまで進めてきた第２期市中心市街地活性化基本計画の取組みを踏まえ、新たに第３期市
中心市街地活性化基本計画を策定するとともに、本年度１１月の国の認定を目指す。
②平成２７年４月に設立した、まちづくり武生(株)と連携し、“まちの顔づくり”“暮らしの再生”“賑
わいの再生”の三つの中心市街地活性化のテーマのもと、中心市街地における居住促進、にぎわい創出、
商業振興等に総合的に取り組み、中心市街地の活性化を推進する。

政策　達成度

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
・２８年度から市ホームページに掲載した、住まい情報バンク（通称おうちナビ）にて、
空き家・空き室情報を一元的に集約して、さらに住宅支援制度、相談窓口の紹介など
の情報提供をし、定住化の促進を図ることに努めた。
・第３期市中心市街地活性化基本計画を策定し、内閣総理大臣の認定を受けること
ができたことで、今後も魅力ある中心市街地の形成を強力に推進する。

【目標・取組み概要】
①市都市計画マスタープランの土地利用方針を達成するため、市住みよい街づくり推進条例に基づき、適
正な宅地開発の規制誘導を図るとともに、地域街づくり計画策定のための技術的な支援説明を行う（再
掲）。
②コンパクトなまちづくりの推進を目指し、市都市計画マスタープランの改定に加え、都市再生特別措置
法の一部改正に基づき、医療、福祉、商業施設などの誘導を図る都市機能誘導区域と、居住の誘導を図る
居住誘導区域を定める市立地適正化計画を２８年度末に策定する（再掲）。

（1）
魅力ある中心市街地の
形成

（2）
質の高い一般市街地の
形成

４
（３）

【結果及び分析】
①第３期市中心市街地活性化基本計画の策定に向けては、昨年度から引き続き計８回の策定委員会を開催
し議論を深める中で策定案をまとめるとともに、パブリック・コメントや市中心市街地活性化協議会の意
見を踏まえ、昨年９月に第３期市中心市街地活性化基本計画を策定した。その後、国に対し認定の申請を
行い、１１月２９日付けで認定を受けることができた。平成３５年春には北陸新幹線南越駅（仮称）の開
業が予定されていることから、平成３４年３月までの計画期間を正念場として、今後も強力に中心市街地
活性化の取組みを進める。
②中心市街地活性化の取組みに対し次のような成果があった。第３期基本計画の数値指標については、す
べての指標において目標を達成することができた。
・居住促進：まちなか優良賃貸住宅整備促進事業４件、新婚夫婦定住化支援事業１６件、まちなか空き家
等リフォーム支援事業３件の申請あり。また、住まい情報バンク（愛称おうちナビ）については、サイト
アクセス数が５６，５２５件あり、成約は売買戸建４戸、賃貸戸建３件の実績あり。以上の取組みから７
６人の中心市街地への移住者に繋がった。
・にぎわい創出：まちづくり武生(株)によるイベントサポートもあり、蔵の辻における生バンドによる定
期ライブ公演や、北府駅における地元の愛する会主催の定期イベント開催など、各種団体の自主的な活動
によりそのイベント回数は５９回を達成した。
・商業振興については、施策によるまちなか開業件数５店の実績があった。

（3）
自然と調和した田園森
林地域の形成

【目標・取組み概要】
①水田魚道を整備２箇所、また不耕作水田において、コウノトリの餌となる水生生物の生息環境を整備す
る。
②特定外来生物の拡大の防除、希少野生動植物を保全していくための研修会の開催、産卵場所や生息地の
保全活動を実施する。
③コウノトリの野外定着の実現に向けて、「２０１６コウノトリが舞う里づくり大作戦」の開催や、コウ
ノトリＰＲ館でコウノトリ飛来やコウノトリが舞う里づくりの取組みを情報発信する。

４
（４）

【結果及び成果の分析】
①水田魚道を２基整備。また、モデル水田退避溝を黒川町、都辺町、中野町、牧町の４箇所に延７０８ｍ
整備し、水生生物が生息できる環境を創出した。水田退避溝や水田魚道、ビオトープの整備などを西部地
域に重点を置きながら実施し、餌場環境の拡大を図ったことから自然環境が再生され、２８年４月から野
外コウノトリのつがいが定住し、２９年３月には卵を産み、今後も、市内全域でコウノトリの餌場環境の
整備を行っていく。
②特定外来生物オオフサモのモニタリング、駆除活動を実施。また、希少野生生物保全研修会を実施し
た。今後も希少野生生物保全研修会のほか、「コウノトリ＆生きもの教室」等の学習会やイベントを開催
し、市内外に周知を図る。
③９月２５日福井県による２羽のコウノトリの放鳥式を開催。１０月１６日「２０１６コウノトリが舞う
里づくり大作戦」を開催した。「コウノトリが舞う里づくり図画コンクール」では、３００点を超える作
品の応募があり、市内小学生や市民に事業の周知が図られた。引き続き「コウノトリが舞う里づくり大作
戦」や小学生を対象とした図画コンクールを実施するとともに、ホームページや「コウノトリＰＲ館」の
展示を定期的に更新するなど、コウノトリが舞う里づくり事業をＰＲする。

４
（３）

【結果及び分析】
①市住みよい街づくり推進条例に基づき、開発行為等の申請者に対し、事前協議を２０件実施し、適正な
誘導を図るとともに、地域街づくり計画策定のための技術的な支援説明を６回行った。住民主体による土
地利用の推進を図る（再掲）。
②昨年度からの議論を踏まえ、計７回の策定委員会を開催し、パブリック・コメントや市民説明会を開き
議論を深め、２８年度末に策定したことにより、都市計画法を中心とした従来の土地利用の計画に加え、
居住や都市機能のゆるやかな誘導を図り、コンパクトシティ形成に向けた取組みを推進する（再掲）。

-27-



H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

7 7 4 6 6 5 － －

8 13 7 9 1 4 － －

29 13 8 3 9 7 － －

9 9 6 4 1 1 － －

25 0 0 10 0 33 － －

2 0 0 4 0 － －

－ 78 159 111 76 85 － －

－ － － 3.3 5.8 6.1 － －

1.4 2.6 2.9 3.6 4.0 4.5 － －

3 8 10 12 14 16 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 6 9 － －

基本目標Ⅴ ＫＰＩ 56 59 － －

－

成
果
指
標

実践プログラム【主な事業計画】

中心市街地活性化事業<
再掲>

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】
  まちなか優良共同住宅整備促進事業　　３３戸　住まい情報活用支援事業　５６，５２５アクセス数
  空き家解体支援事業　　　　　　　　　　３件
　まちなか住宅取得支援事業　　　　　　　９件、住宅取得緊急支援事業  　　　　１５５件
　まちなか空き家等リフォーム支援事業　　３件（  １０件/５年間）
　新婚夫婦定住化支援事業　　　　　　１１０人（６００人/５年間）
・２８年５月２１・２２日に東京ミッドタウン、７月３０日にハービスＨＡＬＬで(株)日経ＢＰが開催した
「ＷＯＭＡＮ ＥＸＰＯ 」に越前市ブースを設置し移住相談会やアンケート調査を実施（アンケート回答者：
東京１，０４５人、大阪６００人）。その結果、都市部若年世代には相当数の地方移住検討者がいること、都
市部で生活する若年世代への情報発信の強化が必要なことが分かった。合わせてステージイベントにおいて、
本市へのＵＩターン者の協力により、住み良さや働きやすさ、子育て教育環境の良さなど、本市の様々な魅力
をＰＲを行った。

まちなか開業支援件数(新
規)

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

－

まちなかでの市民活動の回
数

－

実践プログラム【数値目標】

活
動
指
標
等

水田魚道数

水田ビオトープの面積（ｈａ）

街並み景観整備件数

（H31）

58回/年（平成28年
度）

10件/5年間

コウノトリが舞う里づ
くり事業

水田退避溝の設置されてい
る水田面積（ｈａ）

中心市街地の居住施策
に伴う移住者数
（累計・人）

（第３期中心市街地活性化基本計
画の数値目標）

76 －-

整備戸数

中心市街地における住宅団
地整備に対する補助

申請件数

総合戦略

基本目標
柱

内容
達成状況（年度末見込み）

H31

空き家リフォーム件数（延
べ）

公有地等購入支援事業

64
（H27）

200

指標名
達成状況　（年度末見込み）

‐

中心市街地の居住施策
に伴う人口増（人）

0
（H25.4）

456
（第２期中心市街地活性化基本計
画の数値目標）

158 222 316 － －

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

目標値

新婚夫婦家賃補助

まちなか住宅団地整備
支援事業

民間優良共同住宅整備
促進事業

景観まちづくり推進事
業

まちづくり組織支援事
業

まちなか住宅用地および用
途地域内（組合施行土地区
画整理事業の保留地等）の
購入資金利子補給制度の新
規交付件数

空き家、空き店舗の橋渡し
件数
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３
（３）

達成度

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第３章　快適で住みよいまちづくり
第３節　うるおいのある住環境の創出

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①良好な景観の形成を図るため、市景観計画、市景観条例、県屋外広告物条例に基づき景観形成基準等を
遵守するよう適切な規制誘導を行う。
　特に県条例の改正に伴い、新たな基準に適合しなくなった広告物について、「福井しあわせ元気国体」
の開催までに改善が進むよう、期間を限定し、撤去、改修費用の一部を支援する屋外広告物景観改善支援
事業補助金を創設したため、事業者等に周知を図り、広告物の改善に取り組む。
②個性的でうるおいある景観づくりを推進するため、街並み景観整備事業等により、景観を保全する。
③ふるさと百景を生かした景観づくり推進事業の推進を図るため、地域の活動を支援するとともに、吉野
瀬川桜回廊（上太田町）を整備する。

（1）
良好な都市景観の形成

【結果及び分析】
①市景観計画、市景観条例、県屋外広告物条例に基づき、２８年度の建築（１４件）、屋外広告物（３５
０件）の届出を受付け、景観形成基準等の遵守について指導した。また、屋外広告物景観改善支援事業に
ついては、２件の広告物の撤去に対し補助を行った。今後も、良好な景観形成を図るため、市景観計画、
市景観条例、県屋外広告物条例に基づき、適切な規制・誘導に努める。
②伝統的民家普及促進事業（１件）の修景整備補助を行ったほか、ふるさと百景活動（１団体）の支援を
行った。
③吉野瀬川桜回廊（上太田町）の舗装工事を行い、桜回廊の整備を完了した。
今後も景観づくりの推進に努める。

【目標・取組み概要】
①既設市営住宅の質的向上や長寿命化を図るため、市営住宅長寿命化計画に基づき、設備改修、屋根改修
等改善工事を入居者の協力を得て、円滑に進める。
②まちなか居住と定住化を促進するために民間事業者による質の高い共同住宅の供給を図る。
③大規模地震の被害を低減するため、促進計画に基づき、木造住宅の耐震診断及び耐震改修の普及促進を
図る。

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

政策　達成度

【目標・取組み概要】
①市のセントラルパークである武生中央公園、地区公園としての瓜生水と緑公園の計画的な整備を進め
る。
②紫式部公園、武生東運動公園の計画的な改修を進める。
③都市公園（街区公園７６箇所、近隣公園以上１８箇所）の維持管理については、指定管理者、地域住民
が連携し、良好な維持管理を推進する。

３
（３）

３
（３）

（2）
公園・緑地の整備と維
持管理

（3）
良質な住宅の供給

３
（３）

【結果及び分析】
①武生中央公園については、日本を代表する絵本作家であるかこさとし氏の監修を受け、２８年９月に正
面エントランス広場の供用を開始し、２９年８月の市民の広場の供用開始を目指し整備工事を発注した。
２９年のプレ国体、３０年の国体開催を踏まえ計画的に整備を推進する。
②紫式部公園は、紫式部像の修復工事を行うとともに、ふるさとを偲ぶ散歩道からの入口を新設した。ま
た、武生東運動公園は、トイレの改修を行った。
③都市公園の維持管理については、指定管理者、地域住民が連携を図り、良好な維持管理を実施した。引
き続き指定管理者（武生森林組合）とともに、地域が愛着を持ち、活用できる都市公園の維持管理を推進
する。

【結果及び分析】
①市営住宅（馬上免団地、八王子団地等）の質的向上や長寿命化改善工事（設備改修、屋根改修等）を入
居者と調整を密に行い、計画どおり実施できた。今後も、日常の点検を強化しながら市営住宅長寿命化計
画に基づき、予防保全的（長寿命化）改善工事を計画的に実施する。
②まちなか優良賃貸住宅において、建設補助３３戸（元町４戸、堀川町２９戸）の支援を行った。まちづ
くり武生(株)と連携を図るなど広報活動の強化を図り、民間事業者による質の高い共同住宅の供給を推進
する。
③木造住宅の耐震診断と補強プランがそれぞれ１３件、改修工事が１件あった。木造住宅の耐震化に理解
を深めるために、出前講座の開催や戸別訪問等を行い、耐震化の周知・啓発を図っていく。
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（5）
下水道の整備

【結果及び分析】
①市下水道事業経営戦略の策定については、下水道事業推進対策協議会での審議や、パブリック・コメン
トの意見を集約する中で、３８年度までの下水道事業の基本計画を策定した。これにより、経営基盤強化
に向けた体制を構築できた。また、消化ガスの売却については「民設民営方式」を採用し、プロポーザル
により業者を決定した。なお、売却開始は経済産業省等への法手続きが完了する２９年１０月からの見込
みとなっている。
②下水道整備については、本年度予定区域の整備が計画通り完了した。３５年度汚水処理人口普及率１０
０％に向けた整備が着実に進捗している。
③水洗化促進については、２８年度から始まった地域ぐるみ接続奨励金制度に１９地区が取り組むなど、
制度導入の効果が見られ、当初の接続目標７００件に対し９２５件の接続を達成し、水洗化率が順調に伸
びている。
④下水道処理施設の維持管理については、特定事業場の排水の定期的な調査・管理や指導を行うととも
に、処理場の適正な運転管理により、放流水全てが法で定められた基準や市の自主基準を満たした。ま
た、管路施設調査については、カメラ調査等により約５.５ｋｍの管口調査を実施するなど、計画的に経
年化した管路の調査を行っている。

【目標・取組み概要】
①下水道事業については、事業の経営健全化に向けた中長期的な基本計画となる市下水道事業経営戦略の
策定や、消化ガスを売却して新たな収益を得るなど、下水道事業の経営基盤の強化に取組む。
②下水道整備については、３５年度の汚水処理人口普及率１００％を目標とし、市下水道整備基本構想に
基づき、計画的かつ効率的な整備に取り組む。
③水洗化促進については、下水道整備区域内の早期接続促進を目標に掲げ、整備拡張する区域や整備完了
した区域及び排水設備指定工事店等に対して説明会を開催するなど、下水道接続による環境改善や地域ぐ
るみ接続奨励金等の各種制度の周知に取り組む。
④下水道処理施設の維持管理については、放流水全ての水質基準を満たすことを目標に、下水道処理施設
の適切な維持管理を行い、計画的な処理施設の改築更新に取り組む。また、老朽化した管路施設について
は、定期的なカメラ調査等による効率的・効果的な維持管理に取り組む。

総合戦略における具体
的施策の実施状況

【主な事業の実績等】
高齢者向け優良賃貸住宅家賃補助    １３１戸　　、　まちなか優良共同住宅整備促進事業　３３戸
共同住宅供給戸数　　　　１１８戸（300戸/5年間）
従業員用共同住宅支援事業  ９８戸（150戸/5年間）
新婚夫婦定住化支援事業　　１１０人（600人/5年間）
・市職員が、県のふるさと福井移住定住促進機構（福井Ｕターンセンター）の移住定住支援員を併任し、移住
希望の相談に対しワンストップで対応した（相談数７家族）。
・市ホームページ「住もっさ！越前市」をリニューアルし、「働く」「住む（越前市おうちナビ）」「子育
て・教育」「妊娠・赤ちゃん」の情報に加え、「働き方（モノづくり女子たち、越前ＷＯＲＫ魂、Ｕターン就
職ネット）」や「暮らし方」、「移住者への支援（越前市役所ＩＪＵ課、メルマガＩＪＵえちぜん）」などの
情報を一括して閲覧できるよう情報のワンストップ化を実施した。

４
（３）

（4）
上水道の整備

【結果及び分析】
①２９年３月末に市水道施設更新計画を策定した。短期計画期間については、水道ビジョンの目標年次を
考慮して、２９～３７年度までとした。これにより、具体的な水道施設更新の方針が定められた。
②２５年度から民間事業者との包括委託業務契約により、効率的な施設管理に努めた。また、漏水調査業
務の実施により適切な有収率の確保に努めた。引き続き、包括委託による効率的な施設管理を行ってい
く。
③第５次拡張事業については、県工事（吉野瀬ダム関連）の進捗に合わせて施設の整備を行った。県工事
（吉野瀬ダム関連）に合わせ、白山地区への施設整備を進めていく。
④越前市の安全で安心な水道水について、市ホームページ及び丹南ケーブルテレビの情報ナビでＰＲを
行った。今後も、安全で安心な水道水についてＰＲを行っていく。

３
（４）

【目標・取組み概要】
①２８年３月に改定した市水道ビジョンに従い、市水道施設更新計画を策定し、今後増大する老朽管の更
新や耐震化、経営の効率化や経営基盤の強化を図る。
②維持管理事業については、効率的な施設管理に努め、安全で安定した水道水の供給及び経営に努める。
③第５次拡張事業については、安定供給のため、白山地区への水道施設の整備を進める。
④越前市の安全で安心な水道水についてＰＲを行う。
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

9 9 6 4 1 1 － －

21.22 21.48 22.87 23.28 24.10 24.48 － －

8 13 7 9 1 4 － －

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 － －

25 0 0 10 0 33 － －

58.6 67.2 69.7 72.2 75.1 77.0 － －

71.6 72.5 74.4 76.7 78.7 80.4 － －

3.0 3.7 4.6 4.0 3.4 4.0 － －

113 124 143 97 103 129 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

数値目標

ＫＰＩ H27 H28 H29 H30

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 51.8 40.7 － －

基本目標Ⅳ ＫＰＩ 2 0 － －

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 84 202 － －

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 78 176 － －

基本目標Ⅰ ＫＰＩ 90 189 － －

223

78.7

－

達成状況　（年度末見込み）

H31

－83.1

60%以上

212

－

3件/5年間

目標値

（H31）

新婚夫婦家賃補助での市外
からの転入者数(延べ)

600人/5年間 －

共同住宅供給戸数(延べ)

景観まちづくり推進事
業
<再掲>

総合戦略

基本目標
柱

内容
達成状況（年度末見込み）

放流水質（ＢＯＤ）１３ｍ
ｇ／Ｌ以下の維持

浄化槽設置整備事業におけ
る浄化槽設置基数

浄化槽設置整備事業

市内企業の新設又は増設に
よる雇用増加者数に占める
市内居住者割合（延べ）

－

民間優良共同住宅整備
促進事業<再掲>

高齢者向け優良賃貸住
宅供給促進事業

公有地等購入支援事業
<再掲>

浄化センター築造事業

管渠築造事業
（公共下水道＋特定環
境保全公共下水道）

第５次拡張事業（配水
本管費）＜水道事業会
計＞

258 －222

－

－

－84.7

256212212

数
値
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ

80.2 83.5

子どもの遊び場（大型遊
具）整備数

－

300戸/5年間

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

76.9

90.0

街並み景観整備件数
<再掲>

中心市街地への民間優
良共同住宅、高齢者向
け優良賃貸住宅、高齢
者専用賃貸住宅の整備
戸数（累計・戸）

0
（H18.4）

公園整備事業
都市計画区域人口１人当た
りの都市公園供用面積

まちなか住宅用地および用
途地域内（組合施行土地区
画整理事業の保留地等）の
購入資金利子補給制度の新
規交付件数<再掲>

面整備率（％）＝整備済面
積（ｈａ）／全体計画面積
（ｈａ）×１００

成
果
指
標

68.3
（H22.4）

86.0

実践プログラム【数値目標】

指標名

水洗化率(公共下水道）
（％）

75.5

従業員用住宅整備戸数(延
べ)

150戸/5年間

93.1

事業名 指標名

66.1
（H18.4）

－84.7

計画戸数に対する整備率
（１３１戸）

整備件数/整備目標件数
（１１３戸）

送配水管事業費（実績見込
額）／送配水管事業費(当初
予定額)×１００

汚水処理人口普及率
(％)

82.4 85.8 87.9

達成状況　（年度末見込み）
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３
（４）

達成度

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第３章　快適で住みよいまちづくり
第４節　快適な交通体系の整備

【目標・取組み概要】
①福武線については、関係団体等と連携して、各種イベントの開催や北府駅のイルミネーションの実施に
よるＰＲ活動を行い、「乗る運動」を展開する。
②バスについては、２９年４月からの市民バスのルート・ダイヤ改正及び路線バスの鯖江市への延伸につ
いて関係機関と協議・調整を行う。

目標・取組み概要及び結果・分析施策名

【目標・取組み概要】
①市民生活や産業活動に支障を来さないよう、気象情報を的確に収集し道路除雪を実施する。
②市道路無雪化事業整備計画に基づき、計画的に消雪施設を整備する。
③除雪協力業者の除雪車両の購入や更新に伴う市道路除排雪機械整備費補助を行う。

３
（４）

【結果及び分析】
①新幹線整備については、説明会等を８１回開催した。ほとんどの町内で設計協議を終え、用地取得協議
に着手し、事業認可面積に対する用地取得率は９２．０％となった。３５年春の開業に向け関係機関に協
力し本線工事に着手できるようにする。
②南越駅周辺整備については２８年１２月に概略基本設計を終えた。東西アクセス道路が県事業として２
９年３月２８日に都市計画決定された。本線開業に合わせ整備できるよう、用地取得を実施する。

政策　達成度

【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
・公共交通について福武線利用者は順調に増えているが、バス利用者が減少傾向に
ある。
・北陸新幹線については、３５年春開業に向け概ね計画通りに進捗している。

３
（３）

【結果及び成果の分析】
①車道除雪業者１０６社歩道除雪業者１８社にて、冬期間の通行確保及び産業道路の交通が確保された。
②消雪施設１．８３ｋｍの整備を実施し冬期間の交通確保及び産業道路の交通が確保された。
③除雪業者５社に対し除雪機械の整備費補助を実施した。除雪機械の保有台数を確保することにより、除
雪体制の確保が図られた。

３
（４）

【結果及び分析】
①都市計画道路河濯線の用地取得に着手した。また、市道約３ｋｍの整備を実施した。都市構造の骨格を
なす都市計画道路河濯線の整備をすることにより、交通ネットワークの強化を図る。
②譲葉隧道等トンネル２本の修繕工事を実施した。道路構造物の安全性が確保された。
③下太田橋等橋梁５３橋の点検及び紅葉田跨線橋等３橋の修繕工事を実施した。道路構造物の安全性が確
保された。

（４）
道路の整備と維持管理

（５）
雪に強い道づくり

３
（４）

【結果及び分析】
①福武線については、２９年度に利用者を２００万人とする目標の達成に向けて着実に増加しており、対
前年比で１０２．１％となった。引き続き関係団体等と連携し「乗る運動」を展開する。
②バスについては、路線バス（南越線）の鯖江市への延伸が実現した。利用者数は、市民バス利用者が運
転免許自主返納者への無料乗車券交付の成果もあり、対前年比で１０１％となったものの、福祉バス利用
者は減少傾向にあり、バス全体の利用者は対前年比で９８．２％となった。２９年４月からのルート・ダ
イヤ改正及び運転免許自主返納者に対するサービス拡充（無料利用期間を無期限に変更）により、新規利
用者を含めた利用者の増加を目指す。

【目標・取組み概要】
①市営駐車場については、市広報紙やホームページ等で月極め駐車場の募集を積極的に行い、より一層の
利用促進を図る。武生中央公園再整備において駐車場台数の増量を図る。

【目標・取組み概要】
①交通ネットワークの強化を図るため都市計画道路河濯線を整備するとともに、生活に密着している市道
の整備を行う。
②道路法による定期点検検査に基づき、道路構造物（舗装・トンネル）の補修修繕を実施する。
③市橋梁長寿命化計画に基づき、計画的な定期点検、修繕修繕を実施する。

【目標・取組み概要】
①新幹線整備については、関係機関と協力して沿線集落の理解を得るための説明会を開催する。
②南越駅周辺整備については、関係機関と南越駅（仮称）へのアクセス道路等に関する協議を行う。

（１）
公共交通の整備

（２）
北陸新幹線の整備促進

（３）
駐車場の整備

【結果及び分析】
①市営駐車場については、２７年度とほぼ同様の利用があった。武生中央公園の市営球場跡地に駐車場を
整備し供用開始した。中心市街地活性化と連携した取組みや利用者の利便性の向上と施設の利用促進を図
る。３０年の福井国体に合わせ武生中央公園内の駐車場の整備を行う。また、日野川河川緑地に利用者の
利便性向上のため、駐車場を整備する。

３
（３）

施
策
評
価
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

66.0 66.0 66.0 66.0 66.0 66.0 － －

58.89 65.23 －

400 1,500 388 475 － －

823 964 1,060 （事業完了） － － － －

0.74 1.56 2.56 1.14 0.83 0.22 － －

32.7 41.1 56.98 64 81 89 － －

550 580 （事業完了） 4 6 160 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

地方特定道路整備事業 整備率（事業費換算）

中心市街地駐車場整備率
整備箇所数／整備計画箇所
数

中心市街地駐車場整備
事業

戸谷片屋線整備事業
整備済延長（事業費換算）
（ｍ）

整備延長（ｍ）単独道路整備事業
活
動
指
標
等

指標名

実践プログラム【主な事業計画】

達成状況　（年度末見込み）

整備延長（事業費換算）
（ｋｍ）

補助道路整備事業

－ －

74.3 74.3

106.9
（H18.4）

119.4 112.5

56.1 59.6 －51.2

市道歩道設置延長
（ｋｍ）

消雪施設整備路線延長
（ｋｍ）

41.3
（H18.4）

成
果
指
標

－

都市計画道路（街路）
整備率（％）

65.8

1,934,550 1,983,679 －

達成状況　（年度末見込み）

－
85,760
（H18）

54.6

114.4

74.2

70.9 71.0 71.0

74.8

－

114.8 118.8 － －

74.3 －
68.4

（H18.4）

49.4

－

街路整備事業

雪寒地域道路整備事業

実践プログラム【数値目標】

指標名

1,639,504
（H21）

市道改良率（％）
（検討中）市道改良延長

94,212

1,758,736

91,394

1,778,3482,000,000

91,358
市民バス利用者数（福
祉バス含む）（再掲）
（人）

97,290

68.9
（H18.4）

90,857

2,025,8161,901,681
福井鉄道福武線利用者
数（再掲）（人）

70.970.6

95,000

71.1

74.5

61.6

118.8

92,555

71.6

－

整備済延長（事業費換算）

整備率（市無雪化計画）
整備延長／整備計画延長

113.9

73.8

（地方特定事業廃止)

（単独道路整備事業新規追加）

事業名
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３
（３）

達成度

【結果及び分析】
①ごみ減量化推進事業については、金属・電気製品類拠点回収を定期的に１０回実施し、金属類３２．５
t、電気製品類５２．０tを回収して、確実なリサイクルを行った。また、ごみ分別等の研修を行いリサイ
クル推進員に新たに１４７名を認定、ごみ分別出前講座を１９回実施するとともに、食品ロス削減のため
おいしいえちぜん食べきり運動や雑がみ回収運動の啓発活動を実施し、ごみ減量化とリサイクルの推進を
図った。
　金属・電気製品類拠点回収も２年目となり市民に定着し、リサイクルの適正な推進と市民サービス向上
が図られた。今後も継続して実施し、市民ニーズに対応する中でごみ減量化とリサイクルを推進する。
　一人あたりのごみ排出量やリサイクル率は県内でも高水準であるが、その維持とさらなる向上のため、
今後もリサイクル推進員の認定、おいしいえちぜん食べきり運動や雑がみ回収運動及び外国人へのごみ分
別の啓発活動の強化を図り循環型社会の構築に努める。
②地球温暖化防止対策事業については、家庭用太陽光発電設備の導入件数が２８年度末１，２４０件（前
年度末１，１７４件）であり、補助件数も５１件となり普及の推進を行った。しかし、国の買取価格の低
減や国・県の補助制度の終了を受け、伸び悩んでいる。電気自動車補助件数は５１件となり、年間補助件
数は２件であるが、一般開放型充電設備が２８年度末で県内２３５箇所（前年度末１６７箇所）、うち越
前市２７箇所（前年度末２３箇所）と民間によるインフラ整備が進められていること、電気自動車の低価
格化が見込まれることから、今後の電気自動車普及が期待される。
　住宅用太陽光発電・暮らしの省エネ設備については、対象品目の見直しを行いながら電気自動車の補助
制度とともに継続し、普及を推進する。
③環境教育事業については、エコビレッジ交流センター主催の環境学習会に２，８２１人が参加し、全て
の保育園や幼稚園で環境学習会を行った。また、家庭でのＣＯ２削減の取組みとして、ＣＯ２ＣＯ２ダイ
エット・キッズ大作戦を全小学校の５年生を対象に実施し、６６５人（参加率７８％）が参加した。
　コウノトリや希少生物などを守り育み、美しい里地里山を保全するための環境学習について、その拠点
となるエコビレッジ交流センターの活動をさらに強化し、環境保全に対する啓発活動を推進する。

（2）
望ましい環境の保全・
創造

【目標・取組み概要】
①生活環境保全対策事業については、大気観測や河川の水質調査、公害防止協定事業所排水の調査、地下
水水質調査や、職員による環境パトロールを実施し、早期問題発見と未然防止に努める。
②環境美化対策事業については、各地域で行われる河川一斉清掃や雪解けクリ―ン作戦での支援の他、不
法投棄監視パトロールに加え、監視カメラや不法投棄防止看板の設置により、不法投棄の抑制と早期発見
に努める。

３
（４）

【結果及び分析】
①生活環境保全対策事業については、大気観測や主要河川の水質調査等によるデータは概ね環境基準に適
合していた。公害防止協定事業所については、３４事業所で３８回の立ち入り調査を実施し、協定不適合
による指導は１９％の７回あった。不適合の内容は水質のＳＳ（浮遊物質の濃度）などの一般項目であ
り、健康項目に触れる有害物質検出による不適合は無かった。
  地下水水質調査結果では、年々改善する結果となってきている。
　概ね、良好な環境が保全されているが、排水の不適合等事業所も存在するため、引き続き監視と立ち入
り調査等を継続し生活環境の保全に努める。
②環境美化対策事業については、監視カメラの導入により設置場所の不法投棄が減少した。また、監視パ
トロールにより、早期発見が図られた。しかし、不法投棄の根絶に向け、今後も継続して監視パトロール
による情報収集を行い、状況に応じて監視カメラの設置により対応していく必要がある。
　また、丹南地域廃棄物等不法処理防止連絡協議会を通じて県と合同パトロールを行ったり警察へ情報提
供するなど、各関係機関と情報を共有し連携強化を図ることにより、さらに監視体制を充実させる。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第３章　快適で住みよいまちづくり
第５節　環境にやさしいまちづくり

政策　達成度
【特記事項】　※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

施
策
評
価

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

（1）
持続可能な循環型社会
の推進

【目標・取組み概要】
①ごみ減量化推進事業については、金属・電気製品類拠点回収の実施、ごみ減量化と食品ロス削減のため
の「おいしいえちぜん食べきり運動」、雑がみ回収運動の啓発、リサイクル推進員の育成及びゴミ分別の
市政出前講座の実施などを通じて、さらなるごみ減量化とリサイクルの推進を図る。
②地球温暖化防止対策事業については、住宅用太陽光発電設備・暮らしの省エネ設備及び電気自動車の普
及に努める。
③環境教育事業については、エコビレッジ交流センター主催の環境学習講座や保育園、幼稚園での環境学
習会、ＣＯ２ＣＯ２（コツコツ）ダイエット・キッズ大作戦などを実施し、環境学習を推進する。

３
（３）
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

3,272 3,200 3,008 2,930 2,541 2,115 － －

－ － － － 93 85 － －

147 128 115 61 57 51 － －

23,690 24,432 24,456 24,694 24,776 24,737 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27
H28

（見込み）
H29 H30

2
（H26）

1 － － － 2 2
H30年3月
公表

－ －

1174
（H27）

1,400 － － － 1,078 1,174 1,240 － －

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

ごみ減量化推進事業

古紙類集団回収量（ｔ）

指標名

達成状況　（年度末見込み）

ごみのリサイクル率
（県下９市のごみリサイ
クル率の順位）（位）

金属・電気製品類拠点回収
量（ｔ）

地球温暖化防止対策事
業

住宅太陽光発電システム導
入補助件数

南越清掃組合事業
(ごみ収集処理業務)

ごみの年間排出量（ｔ）

実践プログラム【数値目標】

－ －

家庭系ごみ排出量（県
下９市の家庭系ごみ排
出量の順位）（位）

1
（H26）

1 1 1 1 1

538 547 544 552 543 (543)
家庭系ごみ排出量（市
民1人1日当たりのごみ
排出量）（g/1日/1人）

552
（H26）

552

1
H30年3月
公表

－ －

－

エコビレッジ主催環境
学習会参加人数（人）

2,806
（H27）

3,500 － － － 3,625 2,806 2,821 － －

太陽光発電設備導入件
数（累計）（件）

98 8 9 31 44 49 51

341
（H27）

375 185 201 200 127 341 －

－

－

成
果
指
標

414

電気自動車補助件数
（累計）（件）

49
（H27）

里山の森林づくりボラ
ンティア参加人数
（人）
※H27年度基準値変更
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

34 117 130 177 242 245 － －

－ 80 80 81 81 82 － －

148 168 186 193 205 218 － －

27 31 38 41 46 47 － －

－ 8 4 3 3 1 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

【目標・取組み概要】
①住民避難訓練や救出救助訓練など市総合防災訓練を実施し、防災体制の充実・強化を図る。
②防災行政無線のデジタル化について、電波伝搬調査を実施し詳細設計書を作成する。
③熊本地震で明らかとなった課題への対応を検証し、地域防災力の一層の強化を図る。

17 －

達成状況　（年度末見込み）

成
果
指
標

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第４章　安全で安心なまちづくり
第１節　地域が支える防災体制の充実

【目標・取組み概要】
①自主防災組織リーダー研修会や市政出前講座等の継続的な開催により、住民の防災意識の向上を図る。
②避難マニュアル・防災マップについては、未作成町内への支援を行い、全町内での作成を目指す。
③市防災士育成事業については、防災士の資格取得経費補助を行い支援するとともに、地域で活躍する防
災コーディネーターを養成する。

目標・取組み概要及び結果・分析施策名

施
策
評
価

４
（４）

政策　達成度
【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

実践プログラム【数値目標】

指標名

17
10

（H18）

3,753

改修件数（延件数）

自主防災組織リーダー
育成研修会参加者数
（累計）（人）

耐震診断件数

2,040 2,440
0

（H17）
5,000

17 －
防災訓練の実施地区数
（地区）

3,3052,873

17

－－

1717 17

（1）
地域防災力の充実

木造住宅耐震診断促進
事業

4,176

町内ごとの防災マップ、避
難マニュアルづくり

地域防災対策事業

事業名

【結果及び分析】
①自主防災組織リーダー育成研修会を開催して地震時の安否確認の方法について図上訓練を行い、災害発
生時の行動を確認した（参加者４２３人）。また、市政出前講座を３１回開催し防災知識の普及に努め防
災体制の充実を図った。
②避難マニュアル・防災マップ未作成町内に対する支援を継続的に実施した結果、３町内が完成し２４５
町内が作成済みとなった（作成率９４．５％）。引き続き未作成町内（１４町）への支援を進めていくと
ともに、既に作成済みの町内に対する更新の支援も行っていく。
③市防災士育成事業では、市が助成した１９人の防災士が誕生し、市防災士会の会員数は１２３人となっ
た。また、市総合防災訓練や地区防災訓練等に参画して講演や指導を行うなど、地域において活躍した。

活
動
指
標
等

コミュニティ会館耐震
化促進事業

木造住宅耐震改修促進
事業

【結果及び分析】
①災害対策本部運営訓練及び広域避難所開設訓練を実施し職員の災害時対応力強化を図った（１７０人参
加）。また、大規模地震を想定した住民避難訓練及び救出・救助訓練、地震体験等を実施した（西地区住
民等約７５０人参加）。これらにより、職員の本部運営能力の向上を図ることができた。
②防災行政無線デジタル化については、電波伝搬調査結果に基づき不感地帯解消など諸課題の検討を行っ
た。
③熊本地震で明らかとなった課題への対応を検証するため、熊本地震検証会議をこれまでに５回開催し、
短期・中期の対応方針や進捗を確認するなど災害対応の強化を図った。

実践プログラム【主な事業計画】

指標名
達成状況   (年度末見込み)

防災行政無線管理事業 デジタル無線機の導入

４
（４）

（2）
危機管理体制の充実

診断件数（延件数）
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

53.6 55.0 57.5 59.2 60.2 62.3 － －

47.5 53.7 63.9 66.9 72.8 77.2 － －

0 0 0 0 0 0 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第４章　安全で安心なまちづくり
第２節　郷土を守る治山・治水対策の充実

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①吉野瀬川沿線住民の安心安全を図るため、吉野瀬川ダム建設と河川改修事業の促進を図る。
②山地災害の未然防止や情報収集を図るため、県と連携して山林保全監視モニターを依頼する。
③県営治山事業（治山ダム）は、県と連携し事業推進を図る。

施
策
評
価

４
（４）

（1）
郷土を守る治山・治水
対策の充実

【結果及び分析】
①２８年度に尼寺川放水路が完成した。また、吉野瀬川改修で分水堰工事が完成し、放水路への流下が可
能になり治水対策の安全度が高めれられた。引き続き県と連携し、ダム事業の促進及び付替え県道の整備
を図る。
②山林の地籍を有する町内の代表者（区長）に、山林保全監視モニターを依頼し、山崩れや危険箇所等の
情報収集を行った。
③２８年度の県営治山事業は、３か所（余川・大滝２か所）が完成した。

実践プログラム【主な事業計画】

事業名

－

吉野瀬川河川改修事業

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
政策　達成度

達成状況　（年度末見込み）

土砂災害防止事業

2,9482,562
河川整備延長（小規
模）（ｍ）

指標名

活
動
指
標
等

成
果
指
標 0

（H18）
3,200 1,701

吉野瀬川ダム建設関連
事業

進捗率（県事業費に係る
当該年度までの事業費／総
事業費）

進捗率（県事業費に係る
当該年度までの事業費／総
事業費）

実践プログラム【数値目標】

2,844 －1,892

指標名
達成状況   (年度末見込み）

砂防指定箇所数

2,314
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

650 430 410 802 759 750

2,491 2,377 2,443 2,580 2,622 2,650 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

施
策
評
価

【結果及び分析】
①防犯パトロールの強化、振り込め詐欺等に対する街頭での呼びかけなど防犯対策の広報活動を実施し防
犯意識の高揚に努めたことにより、刑法犯認知件数は３３０件で２７年より７件減少し、人口１，０００
人当たりの犯罪発生率も３．９８件で０．０３件減少した
　市防犯隊による子どもや女性が被害に遭いやすい場所の安全点検を実施した（６８回）。

政策　達成度
【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

【結果及び分析】
①登下校時における子どもの見守り活動等を実施した結果、未成年者が被害に遭った犯罪件数は「声か
け」が１件、「公然わいせつ」が２件で、子ども・女性に対する犯罪の総件数は昨年より１件減少した。
また関係機関や団体と連携し地域全体で見守る環境づくりに努めた、
②通学路用防犯灯３箇所の修繕を行い、防犯環境の維持管理を図った。また、通学路用防犯灯１，１５２
基の維持管理を行い、防犯環境が悪化しないよう努めた。

（2）
地域防犯活動の推進

成
果
指
標

【目標・取組み概要】
①市防犯隊と警察署、自治振興会をはじめとする地域の防犯関係団体と協力連携し、社会全体の防犯意識
を高めて犯罪抑止を図る。

指標名

（1）
子どもの安全・安心の
確保

防犯対策事業

防犯隊年間出動回数

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第４章　安全で安心なまちづくり
第３節　地域ぐるみの防犯対策の充実

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

４
（４）

４
（４）

【目標・取組み概要】
①警察署や自治振興会、ＰＴＡなどと連携し、子ども見守り活動を推進する。
②通学路用防犯灯の維持管理を行い、防犯環境の整備に努める。

防犯隊年間出動人員数

17

達成状況　（年度末見込み）

自主防犯パトロール車
（青色回転灯装備車）
の２台以上の保有地区
数（地区）

485

12
（H23）

12

450 430

1413

400 337

12

実践プログラム【数値目標】

330刑法犯認知件数（件）
450

（H23）

－

485

1414

－

－

－

-38-



３
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

1,544 2,269 3,091 2,631 2,739 3,253 － －

89.40 91.40 92.50 92.70 92.70 92.80 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

政策　達成度
【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
事業活動・数値目標は達成したと考えているが、先般の蓬莱町火災の検証を踏まえ、次年度は消防体
制の充実を更に推進する必要があるとの認識の下、本年度の達成度については３とした。

指標名

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第４章　安全で安心なまちづくり
第４節　消防・救急体制の充実

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①消防力の充実強化
  ・消防ポンプ自動車等の計画的な更新、水利不便箇所に防火水槽の設置。
  ・熊本地震を教訓とした現場活動用資器材の整備。
  ・消防団車両の計画的な更新、各分団への各種災害対応資器材の整備、団員への処遇改善。
　・消防救急無線デジタル化及び高機能消防指令センターのデジタル化への対応工事（２６～２８年度）
　　の完成。
②救急救助体制の充実
　・救急救命士の養成とともに、救急隊員の施術の向上のため計画的な各種訓練の実施。
③応急手当の普及啓発
　・バイスタンダー（傷病者発生時にその場に居合わせた人）による救命率向上を目指して救急講習会
　　の開催。
　・少年少女期から命の大切さや応急手当の重要性を根付かせる取組みを市教育振興課と連携して実施。
④市民の防火意識の高揚、火災予防対策の推進
　・市民を対象にした防火講習会や防火訪問の実施、住宅用火災警報器の設置と適切な維持管理の周知
　　徹底。
　・屋外イベント会場等における火気取扱い等、火災予防対策の周知徹底。

（1）
消防・救急体制の充実

活
動
指
標
等

837
（H19）

10,900 4,608 －5,587
9,529
（886）

8,643
(996)

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

達成状況 　（年度末見込み）

594 547

6,289
7,647
(1,358)

278
（H17）

－ －580

事業名 指標名

540 624

普通救命講習会の修了
者数（延べ数）

防火講習会等の開催
（回/年間）

667

実践プログラム【主な事業計画】

火災予防対策推進事業

586

－

達成状況　（年度末見込み）

施
策
評
価

【結果及び分析】
①・常備消防車両は配置後２０年経過の消防ポンプ自動車、化学消防自動車各１両を更新し消防力を
　　強化した。
　・越前市春日野町と市野々町にそれぞれ４０トンの防火水槽を設置し、水利不便箇所に対策を講じた。
　・現場活動用資器材整備ではエンジンカッター替刃、チェンソー/替刃、コンクリート破壊器具を
　　整備した｡
　・消防団車両は、配置後２０年経過の消防ポンプ自動車２両を全自動消防ポンプ積載車に切替えて
　　配備した。
　・消防団員の年報酬及び出動報酬を２８年４月１日より引き上げて、処遇改善を実施した。
　・全消防団員に耐切創手袋、ヘッドランプ、救助用半長靴を配備し、消防団員の安全向上を図った。
　・消防救急無線及び高機能消防指令センターのデジタル化により、迅速な初動対応と確実な連絡通信
　　体制が確保され、迅速確実な消防活動が可能となった。
　・蓬莱町火災、糸魚川火災を検証し、延焼危険の高い地域・強風時の出動体制を見直して消防隊を
　　増強した｡
②・年間２人の救命士養成を行う一方、医師の検証を受けての救急練成会を開催し、救急技術向上に
　　努めた。
③・年間８８６人に普通救命講習を行い、バイスタンダーの育成を図った。
　・市内小学校高学年８５６人(主に５年生)を対象に、授業の一環で「命の教室」として救急講習を
　　実施した。
④・防火講習会開催は５８６件で目標を上回り、立入検査件数も増加しており、屋外イベント等の火災
　　予防及び地域の実情に適応した火災予防対策を推進した。

３
（４）

火災予防対策推進事業

住宅用火災警報器の設置率
設置世帯数/調査済世帯数
（空き家、不在世帯を除
く）

立入検査等件数
（防火対象物立入検査、危
険物施設立入検査、一般家
庭防火診断）
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３
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

1,256 1,063 1,096 1,123 896 800 － －

97 89 104 128 123 110 － －

275 270 238 218 201 130 － －

0 0 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

政策　達成度

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
消費者講座等への参加者数が大幅に減少した。また、高齢者を中心に交通死亡事故
が増加した。今後さらにＰＲや啓発活動等による被害の予防が必要である。

（1）
消費者行政の充実

【結果及び分析】
①日野川水資源保全活用連絡協議会において、桝谷ダムや２７年６月に発電を開始した日野川用水発電所
等の施設見学会を１０月２９日に実施し、生活や産業に必要な水の確保や、日野川用水の未利用エネル
ギーの有効利用等について参加者の理解が得られた（７５人参加）。

235

事業名

130

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第４章　安全で安心なまちづくり
第５節　暮らしの安全の向上

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①消費者相談業務の充実、及び悪質商法による被害防止のための啓発とあっせんによる被害回復を図る。

３
（４）

施
策
評
価

（2）
交通安全の推進

（3）
生活関連施設の充実

【目標・取組み概要】
①通学路の安全確保を実施するとともに、自転車利用者への交通ルール・マナーの周知徹底を図る。
②国・県の交通安全基本計画の改定に併せ、本市の第１０次交通安全計画を改定する。

【目標・取組み概要】
①３市２町で構成する日野川水資源保全活用連絡協議会において、秋に桝谷ダム等施設見学会を実施し、
環境保全と小水力発電等への水資源の有効活用について、引き続き普及啓発を図る。

【目標・取組み概要】
①斎場、霊苑の計画的改修を行うことにより、施設の長寿命化と快適性の保持を図る。
②利便性向上のため、火葬時間の変更を実施する。

2,679

交通事故（人身事故）
発生件数（件）

190 275 270
472

（H17）
218 201

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

消費者講座等の参加者
数（人）

－－

指標名
達成状況　（年度末見込み）

交通安全施設整備事業

水資源利用推進事業

市内の交通事故発生件数

日野川水資源活用による小
水力発電能力（ｋｗ／年）

消費者対策事業 年間消費者相談件数

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名

2,1163,537

達成状況　（年度末見込み）

940
（H18）

3,500 － －3,3752,500 3,254

【結果及び分析】
①年間の消費者相談件数が対前年度比 １０％減少したが、被害に遭っても誰にも相談しないいわゆる潜
在的被害が高齢者や若者に増加している傾向にある。
　消費者出前講座実施回数と参加者数が２６年度をピークに減少傾向にあるのは、市民が講座項目で真新
しさを感じなくなったことに一因があるので、最新の消費者トラブルを知ることが被害抑止になることを
周知し、講座への関心を高める必要がある。
　企業の従業員や大学生など若者向け消費者教育の拡充を図る。

３
（３）

４
（４）

３
（４）

【結果及び分析】
①通学路危険個所にグリーンベルトを５箇所設置し安全確保を図るとともに、中・高校において通学用自
転車の安全点検を実施し、交通ルール・マナーの周知を図った。
　市交通指導員等関係団体による街頭指導や啓発活動により、人身事故件数が１３０件（７１件減）・負
傷者数１５１人（７３人減）となり、いずれも昨年より減少したが、交通死亡事故は高齢者を中心に２人
増加したため高齢者の交通安全対策の強化が必要である。
②国・県の交通安全基本計画の改定に併せ、２８年７月に市交通安全基本計画の第１０次改定を行った。

【結果及び分析】
①長期計画に基づき、斎場の火葬炉改修、霊園内の通路舗装改修等の工事を実施し施設の快適な利用と適
正な維持管理に努めた。
②火葬時間指定予約を２９年４月１日よりスタートさせる準備を整えるなど様々な工夫に努め、市民の利
便性向上を目指した。

（4）
水資源の確保

消費者対策事業 消費者講座等の実施回数
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４
（４）

達成度

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

17（H18） 25 20 20 － － － －

4,579（H25） 7,000 － － 4,579 5,978 6,517 6,720

施
策
評
価

４
（４）

４
（４）

４
（４）

【結果及び分析】
①これまで、耐震補強及び大規模修繕の補助については、市単独で３５０万円の補助制度で支援してきた
が、２８年度からは県補助を活用し、計４００万円となるよう補助制度を拡充したことで、町内集会所の
整備支援制度の充実が図られた。
②空き家・空き店舗等活用コミュニティ推進事業補助の活用促進を図るため、補助要件の緩和や家賃補助
の追加を行ったことで、１団体からの申請(補助額１００万円)があり、市民活動拠点施設の新たな開設に
繋がった。

【結果及び分析】
①１７地区自治振興会で改定された「地域自治振興計画」に基づき、各地区が計画どおり事業を実施でき
るよう地域支援職員による支援を行った。

【結果及び分析】
①市民活動団体を支援している「ＮＰＯ（のっぽ）えちぜん」のフェイスブックを活用し、研修会やイベ
ントについての情報を発信し参加者の増加に努めた(主催講座４事業、共催事業７事業が対象)。
②学生団体への地域貢献活動支援は、岐阜大学、仁愛大学、武生工業高校、武生商業高校から申請があり
１０の企画事業が採択され補助を行った。野鳥の糞害解消となる研究をはじめ、地元食材を活かしたオリ
ジナル食品の開発、スポーツと食育面からのサポート、まちなか音楽パレード、親子ロボット製作と体験
教室、若者向け情報発信など、学生視点からのユニークな企画が実施され、地域貢献活動支援補助金の活
用が図られた。
③３月に実施した補助金の公開審査会・報告会の後に事業実施団体である自治振興会、市民活動団体、学
生団体との間で年代、分野を超えた交流の場「しゃべろっさ（仮）」を設け、自治振興会、市民活動団
体、学生団体など年代、分野を超えた幅広い団体間での一層の連携促進に繋げた(参加団体２１団体、参加
人数１８０人)。

（3）
自らの地域づくり

（2）
地域コミュニティーの
充実

（1）
市民参画・協働の推進

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第５章　市民が主役のまちづくり
第１節　市民自治の推進

【目標・取組み概要】
①市民活動団体を支援している「ＮＰＯ（のっぽ）えちぜん」のフェイスブックを活用して、市民活動団
体が行うイベント等の情報を発信するとともに、市民活動団体との連携強化を図り、組織強化に繋げる。
②地域貢献活動支援補助金を活用して、学生団体の活動を支援する。
③自治振興会、市民活動団体、学生団体の交流を図り、事業の連携や拡大を図る。

目標・取組み概要及び結果・分析施策名

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

政策　達成度

指標名
達成状況　（年度末見込み）

ＮＰＯの法人数（団体）

－ －

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

【目標・取組み概要】
①県・市補助制度を活用し、コミュニティの活動拠点となる町内集会所の整備を支援する。
②空き家・空き店舗等活用コミュニティ推進事業の市民活動拠点施設開設を支援する。

【目標・取組み概要】
①２８年～３０年度の「地域自治振興計画」をより地域住民のニーズを反映したものとするための支援を
行い、各地区の自治力を高める。

180,803 － －

ＮＰＯ交流事業への参
加者数（人）

自治振興会事業への参
加者総数（人）

106,000
（H18）

180,000 167,467 177,246 180,396176,000 176,117
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３
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

5,262 5,040 5,620 6,570 6,984 4,500 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

３
（３）

施
策
評
価

外国人市民からの相談件数外国人市民相談事業

【結果及び分析】
①ゴミ分別などの注意喚起のほか、納涼祭などの町内行事や地域へのイベント等に外国人が参加しやすい
ように町内会のちらしの翻訳サービスを提供し支援した。
②２８年度の「親善事業に係わる助成金」利用は４団体４件から４団体５件に増加した。今後も、市民交
流の促進を図る取組みを進めて行く必要がある。
③外国人市民の異動事務については、入国管理局と連携し正確かつ迅速に住基システムに反映できた。マ
イナンバー制度については多くの相談があり、外国人市民のカード申請率は現在約１２％と比較的良好な
結果であった。なお市民課における相談件数の減少については、教育、児童福祉及び税関係部署にポルト
ガル語通訳が配置されたことにより分散化されたものと思われる。

活
動
指
標
等

達成状況　（年度末見込み）

実践プログラム【主な事業計画】

－

事業名

4,802

【目標・取組み概要】
①外国人市民生活支援事業を活用し、地域活動における翻訳サービスの提供など外国人市民に対する生活
支援を行う。
②市民交流促進を図るため、市友好都市推進協議会加盟団体向けの「親善事業に係わる助成金」活用要件
を緩和した。
③外国人市民の異動事務については、入国管理局と連携し正確かつ迅速に住基システムに反映する。相談
業務については、外国人市民の増加、定住永住化及びマイナンバー制度の開始に伴い件数も年々増え続け
内容も多様化してきていることから、できるだけきめ細やかな対応を行う。

（1）
市民交流の推進

3,801

指標名

6,800 3,700 6,074

指標名
達成状況　（年度末見込み）

実践プログラム【数値目標】

5,770 6,880 －
国際交流事業への参加
者数（人）

成
果
指
標

政策　達成度
【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第５章　市民が主役のまちづくり
第２節　市民交流の推進

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

2,400
（H17）
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３
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

4,959 4,200 4,062 4,154 4,093 4,600 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

27.5％
（H17）

37.0 31.5 33.0 32.7 － － －

38.1％
（H25）

45.0 － － － 38.6 35.7 43.6

４
（３）

指標名

講座等参加者延数

（1）
人権の尊重

【結果及び分析】
①第２次市男女共同参画プランについては、第１次プランの事業検証と市民意識調査をもとに、男女共同
参画審議会（会議６回）で協議を重ね、市長へ答申し、３月に今後１０年間の更なる推進方針を示した計
画を策定した。
②男女共同参画推進会議の各委員が選出団体と連携を取りながら「ひとり１事業」を実施した。
③オンブッドの事業所訪問を２０箇所実施し、事業所における女性の役職登用、ワークライフバランスを
啓発した。
④講演会講師の工夫により若い人の参加増へ繋がった。また、各世代に向け絵本や男性向けの育児書、話
題の小説等の図書を購入するなど充実に努めたことで貸出数が伸び、センターへの来場者が増えた。

事業名

【目標・取組み概要】
①第２次市男女共同参画プランを策定する。
②男女共同参画推進会議では、自治連合会や男女共同参画推進会議委員と連携し、先進地域の取組み事例
の紹介や情報交換等を行い、男女共同参画を推進する。
③企業の男女共同参画推進は、オンブッドの事業所訪問による啓発活動を継続する。
④男女共同参画センター行事等への参加者を増やす。

女性の登用率37%を達
成した附属機関等の割
合（％）

附属機関等への女性登
用率（％）

【目標・取組み概要】
①人権尊重については、学校や関係機関と連携を図り、意識の啓発を図るとともに、相談などの対応の充
実に努める。
②犯罪被害者支援の大切さについて広報活動や啓発に努める。
③拉致・特定失踪者問題の早期解決に向けて積極的な啓発活動を行う。

達成状況　（年度末見込み）

（2）
男女共同参画社会の促
進

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

男女共同参画推進事業

－

成
果
指
標

実践プログラム【数値目標】

指標名
達成状況　（年度末見込み）

－

３
（４）

【結果及び分析】
①人権擁護委員協議会による特設人権相談を毎月第３金曜日に開催するとともに、１０月には、菊人形会
場で人権相談窓口及び啓発キャンペーンを実施した。
 また、武生西小学校と北新庄小学校で人権の花運動(人権教室)を実施し、花を育てることを通じて子ども
たちに命の大切さ、相手を思いやるという人権の尊重について啓発し、新聞にも活動が取り上げられ人権
意識の普及に繋がった。人権の花運動で育てた花を生徒自らが近くの介護施設等に配布するなど人権の輪
を広げた。
 １１月には人権擁護委員協議会とともに人権啓発講演会を実施した。
②犯罪被害者の支援については、７月に支援の連携強化を目的に庁内連絡会を開催したほか、市広報紙・
パンフレット等による啓発のほか、市民から寄贈いただいた本の売上代金を犯罪被害者に寄付する、いわ
ゆるホンデリング(本で広がる支援の輪)支援活動を３回実施した。ホンデリングの広報紙への周知により
市民からの本の提供が増加し犯罪被害者支援に繋がった。
③拉致・特定失踪者問題については、菊人形会場などで署名・啓発活動を実施し、市民への周知、理解を
深めた。

施
策
評
価

政策　達成度

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第５章　市民が主役のまちづくり
第３節　人権尊重と男女共同参画社会の実現

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

93.0 92.9 93.8 93.0 92.9 93.1 － －

129 130 130 130 103 103 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

128,000

【結果及び分析】
①公衆無線ＬＡＮの利用可能場所の掲示物に英語の標記を行った。なお、訪日外国人のコミュニケーショ
ンについては、２９年１月にgoogle社のリアルタイムカメラ翻訳機能が日本でも提供が開始され問題が解
消される環境が整いつつある。これらは、技術動向を注視しながら取組みを進めることが必要である。
　本年度の公衆無線ＬＡＮ(２４、２５年度設置２９箇所)の年間アクセス数は約２１万６千件あった。
　２９年度は、急速に普及が進むスマートフォンを利用した情報発信として、地域のイベント情報や公園
などのおでかけスポット、おでかけの際気になる授乳室やおむつ替えのできる施設、医療機関等が、現在
地や事前登録した地点からの最寄りの場所として分かるように、子育て総合支援サイト「どんとこい！越
前市」を構築し、市の観光情報や防災情報などを、位置情報を利用して最寄りの場所に誘導できる仕組み
を、順次提供していく。

【結果及び分析】
①広報事業（市広報紙）については、読者アンケートを参考にしながら、より読みやすいよう文字の大き
さや色などを改善した。また、大きく活躍した人を取り上げた特集紙を発行し、広く知っていただけるよ
う工夫した。広報事業（ＨＰ・ＳＮＳ）については、ホームページでの「課トピックス」(発信数:１，７
３０件）と市公式フェイスブック「いいね！越前」(発信数:６９９件）で積極的な情報発信に努めた結
果、ホームページでの閲覧数が増加した。
　広報紙では、読者アンケートで好評を得ている。今後は、幅広い世代に親しまれる広報紙となるよう目
指していく。
②広聴事業については、市政の重要施策などを伝えるため、市政ミーティング（２回、２０２人）、地域
ミーティング（８回、３４４人）および団体ミーティング（４回、１２４人）を開催し、意見交換を行っ
た。
　また、２９年度から本格実施する「介護予防・日常生活支援総合事業」に対する地区の理解や、３０年
度に開催される福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会の機運を盛り上げることを目的に、２９年
度地域ミーティングを２９年３月に前倒して実施した（６回　５６４人）。

４
（４）

－

【目標・取組み概要】
①情報公開の請求に対し、迅速に対応する。

－

広報発行事業

166,000118,000106,000

実践プログラム【主な事業計画】

市ホームページアクセ
ス件数（件／月）

指標名

市広報紙の配布率（％）
配布部数/世帯数

成
果
指
標

263,000

実践プログラム【数値目標】

138,000 101,000

（1）
広報、広聴の充実

【結果及び分析】
①情報公開については、公文書の開示請求は３８件であった。情報公開制度の適正な運用および迅速な対
応に努めた結果、異議申立などはなかった。

事業名

101,000
（H23）

【目標・取組み概要】
①公衆無線ＬＡＮの利用可能場所４１箇所については、統一したロゴ(FreeSpot)を設定し、掲示物に英語
の標記を行い周知する。

達成状況　（年度末見込み）

政策　達成度

活
動
指
標
等

【目標・取組み概要】
①市政情報や身近な地域情報を分かりやすくタイムリーに提供し、新聞、テレビなど各種メディアを使い
市政を市内外にＰＲする。
②市政への理解促進を図るとともに、市民や各種団体などの意見・提案などを市政やまちづくりに反映す
る。

４
（４）

４
（４）

指標名

行政情報番組制作放送
事業

映像・文字等情報番組放送
数（丹南ケーブル、たんな
んＦＭ）

達成状況　（年度末見込み）

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第５章　市民が主役のまちづくり
第４節　情報の共有化の推進

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

施
策
評
価

（2）
情報公開・提供の充実

（3）
情報通信基盤の整備

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
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４
（３）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

3,239,315 3,082,555 3,086,927 3,091,249 3,096,195 2,705,572 － －

107.4 90.9 89.5 83.9 87.9 89.7 － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

5,389,000 6,682,600 13,187,600 8,512,500 12,081,288 44,334,233 － －

－ －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

【結果及び分析】
①３回にわたって行財政構造改革推進委員会を開催し、民間の改善手法も取り入れた市行財政構造改革プ
ログラムⅣ【Change & Challenge】を策定した。今後は具体的取組み内容と目標を明記した個票により毎
年度進捗管理し、その結果を年に２回行財政構造改革推進委員会に報告する。
②ふるさと納税について１１月にリニューアルを実施した。内容としては、株式会社ＪＴＢ中部へ業務を
委託し、返礼品や寄附受付方法の拡充、ポイント制の導入を行った。その結果、寄附額は４，４３３万円
となり、昨年度比約３．７倍となった。クラウドファンディング形式でのふるさと納税にも取り組み、第
１弾としてかこさとし氏寄贈絵画の壁画化に対し募集を募った。さらに返礼品について市民提案制度を創
設した。
③職員の採用については、大量退職のピークを迎えている中、年齢構成の平準化に留意しつつ、求める人
材を明確にして年４回の採用試験を実施した。特にＤ日程においては、大阪市で試験（７人受験）を行う
ほか、２月には次年度採用に向けて京都市で説明会（１８人出席）を開催した。また、就職情報サイトに
よる情報の発信のほか、関西地区の主要大学の就職支援窓口へ出向き、情報収集や周知を行った。その結
果、計３７０人が受験し２８人の採用となった。
　職員研修について、民間専門企業への派遣研修や自己啓発・自己実践型の研修を拡充した。

【結果及び分析】
①法人市民税で大幅な減収が見込まれていたため、その減収分を補うために減収補てん債などを追加計上
した。建設事業の推進にあたっては、交付税措置のある市債や基金を充当し、一方で、財政調整基金や社
会基盤整備基金に積み立てを行った。引き続き、国県の補助制度の活用や優良な起債の活用を図るととも
に、財政調整基金や社会基盤整備基金などへの積み立てを確実に行い、財政基盤を強化し、健全で安定し
た財政運営を行っていく。
②２７年度と比較し、市税の収納率は現年度分はほぼ横ばい、滞納繰越分はやや下落、全体としてほぼ前
年度同様となった。滞納繰越分については、大口滞納解消が進まないのが大きな原因。個人住民税に係る
特別徴収（給与天引き）の県内一斉指定を実施し、従業員３人以上の事業者に対し積極的な制度周知を
行った。
③法人税率の引下げや外国為替の影響により、法人市民税の減収が見られた。

成
果
指
標

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第６章　地方分権に対応した行財政運営
第１節　自立した行財政運営の確立

【目標・取組み概要】
①市行財政構造改革プログラムⅣを策定する。
②ふるさと納税について寄附件数の増加を図るため、ふるさと納税サイトをリニューアルする。県外・市
外の越前市に縁が無かった層からの寄附の獲得を目指し、お礼品を拡充する。
③限られた職員数で今後の行政需要に対応できる組織を目指し、人材育成方針に基づき、職務の公務能率
の向上、能力開発、並びに有為な人材の確保に努める。

目標・取組み概要及び結果・分析

職員数（人）

指標名

87.7経常収支比率（％）

実質公債費比率（％） 11.8

89.9
（H17）

達成状況　（年度末見込み）

－87.2

10.4
15.0
以内

11.2

630 612 600
741

（H17.10）
600人以下 －600 600 589

10.6 10.8

-
90.0
以内

84.7 89.2

実践プログラム【数値目標】

12.4

施
策
評
価

（1）
計画的・効率的な行政
運営

（2）
健全で効率的な財政運
営

【目標・取組み概要】
①市行財政構造改革プログラムⅢ「実行計画」の進捗管理を行い、財政基盤の強化を図る。
②個人住民税に係る特別徴収（給与天引き）の推進や口座振替の普及促進に向けた取組みを継続するとと
もに、市民福祉部との連携等による徴収体制の強化や滞納処分の強化を図ることにより、市税等の収納率
向上、自主財源の確保に努める。
③課税面では、適正な課税客体の把握に努める。

将来負担比率 ３００％以下（３５０％）

施策名

３
（３）

４
（４）

－

－ －

０％以下（１２．５％）

88.2 －

17.0
（H17）

政策　達成度

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
・ふるさと納税について、お礼品の拡充やクラウドファンディング導入等により大幅増
となった。

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

事業名 指標名
達成状況　（年度末見込み）

財政調整基金積立事業
単位千円

年度末残高：標準財政規模
の５％（９億円）以上

連結実質赤字比率 ０％以下（１７．５％）

ふるさと納税 ふるさと納税寄附金額

（　）は、国が示す早期健全化基準

実質赤字比率【実質収
支比率】
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４
（４）

達成度

（1）
行政の広域化への対応

４
（４）

施
策
評
価

【目標・取組み概要】
①マイナンバーカードを利用し、住民票の写し、印鑑登録証明書等をコンビニエンスストアで取得できる
サービスについて、２９年度開始に向けた取組みを行う。
②３５年春の北陸新幹線南越駅(仮称)開業や、３０年に開催される福井国体など本県への注目が増す中、
広域的な観光振興の取組みが必要である。

【結果及び分析】
①丹南市町では、コンビニ交付サービスが２９年４月２８から住民票の写し・印鑑登録証明書等の交付が
開始され、２９年７月２８日には戸籍・税関係の記載照明書発行が開始される。企業を訪問し出張受付設
置の依頼を行ったが、理解を得られる企業が少なく、カードの申請枚数が思うように伸びなかった。今後
も引き続き、企業訪問やイベント会場での申請受付だけでなく、公民館、町内会等など範囲を広げて出張
の申請受付を行い、普及促進を図る。
②丹南広域観光協議会（事務局は越前市）で、丹南地域周遊滞在型観光推進計画を策定した。同計画に基
づき、観光資源の強化を図りながら、越前市及び丹南地域全体で魅力度向上を目指す。。

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第６章　地方分権に対応した行財政運営
第２節　行政の広域化への対応

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

政策　達成度

【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。
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４
（４）

達成度

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

4.56 6.86 5.92 8.69 10.00 9.80 － －

9.89 11.19 11.88 12.82 14.18 13.87 － －

基準値 目標値

（時点） H30 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

施
策
評
価

４
（４）

平成２８年度　越前市総合計画等達成度　内部評価票

第６章　地方分権に対応した行財政運営
第３節　電子自治体の推進

施策名 目標・取組み概要及び結果・分析

【目標・取組み概要】
①全国の自治体において、新たな情報セキュリティ対策の抜本的強化が実施され、市においても、マイナ
ンバー利用系事務である丹南広域組合共同処理において二要素認証等の導入などを実施し、マイナンバー
による情報連携に活用されるＬＧＷＡＮ環境のセキュリティ確保に資するため、インターネット接続系を
分離し特定通信化を実施する。また、自治体強靭化モデルの要求事項を満たすため、福井県と市町が協力
して、自治体情報セキュリティクラウドを構築し必要なセキュリティ対策を講じる。
②完全なセキュリテイ予防策はないという認識のもと、当面の情報セキュリティ対策として、市職員、教
職員、消防組合職員、清掃組合職員を対象に優先して研修を実施する。
③県電子申請サービスシステムの更新により、現行の市の手続きについて移行作業を実施する。
④コンビニ交付のサービス開始を控え、個人番号カードの普及促進を図る。

41 45

－ －

49

政策　達成度
【特記事項】※昨年度と評価が変更したもののみ記載。

ふく-ｅねっと利用件
数(電子申請・イン
ターネット施設予約）
（件）

ふく-ｅねっと対象施
設数（インターネツト
施設予約）（施設数）

22
（H21）

成
果
指
標

電子市役所整備事業

実践プログラム【数値目標】

6,393 6,291

達成状況　（年度末見込み）

3,775
（H21）

6,500 5,268

49 －53 51

5,206

（1）
電子自治体の推進

5,459

－

電子市役所整備事業

5,971

達成状況　（年度末見込み）
事業名 指標名

ふくe-ねっとによる施設予
約率（％）

ふくe-ねっとによる電子申
請率（％）

活
動
指
標
等

実践プログラム【主な事業計画】

指標名

48

【結果及び分析】
①２９年４月からは、全国４万８０００店舗のコンビニで、いわば “いつでも、どこでも”住民票の写
しなどの証明書を受け取れるようになり、７月からは、国・地方自治体のオンラインで、マイナンバーを
利用した情報連携も始まる。この情報提供ネットワークシステムの稼働を見据え、国が求める地方自治体
の情報セキュリティ強靭化に寄与する体制を構築することができた。
②市職員、教職員、消防組合職員、清掃組合職員の全員を対象に「eラーニングによる情報セキュリティ
研修」を実施した。
③県電子申請サービスは、２９年３月にシステムが更新され、現行の市の５４手続きについて移行作業を
実施した。
④２９年３月議会でコンビニ交付開始に備え、印鑑条例を改正した。また、企業を訪問し、従業員への
カード取得への協力依頼を行ったほか、イベントでの受付窓口の設置、市政出前講座の実施、公民館での
出張受付、毎週火・金曜日の夜間及び毎月第２土・日曜日に交付窓口を開き、カードの交付を行った。
カード交付枚数４，２００枚（２９年３月末見込）
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